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規

則 

埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
第
三
号
イ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

⑷ 

公
共
用
通
路
と
車
両
等
の
乗
降
口
と
の
間
の
経
路
で
あ
っ
て
、
主
た
る
通
行
の
用
に

供
す
る
も
の
と
当
該
公
共
用
通
路
と
当
該
車
両
等
の
乗
降
口
と
の
間
に
係
る
移
動
円
滑

化
経
路
が
異
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
経
路
の
長
さ
の
差
は
、
で
き
る
限
り

小
さ
く
す
る
こ
と
。 

 

 
 

 

⑸ 

乗
降
場
間
の
利
用
者
の
乗
継
ぎ
の
用
に
供
す
る
経
路
（
⑹
に
お
い
て
「
乗
継
ぎ
経
路
」

と
い
う
。
）
の
う
ち
、
⑵
及
び
⑶
、
ハ
⑵
、
ニ
⑵
、
ホ
⑵
、
ヘ
⑵
並
び
に
チ
に
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
、
乗
降
場
ご
と
に
一
以
上
設
け
る
こ
と
。 

 
 

 

⑹ 

主
た
る
乗
継
ぎ
経
路
と
⑸
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
乗
継
ぎ
経
路
が
異
な
る
場
合

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
経
路
の
長
さ
の
差
は
、
で
き
る
限
り
小
さ
く
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑺ 

線
路
、
水
路
等
を
挟
ん
だ
各
側
に
公
共
用
通
路
に
直
接
通
ず
る
出
入
口
が
あ
る
鉄
道

の
駅
に
は
、
⑴
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
側
の
出
入
口
に
通
ず
る
移
動
円
滑
化

経
路
を
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
鉄
道
の
駅
の
規
模
、
出
入
口
の
設

置
状
況
そ
の
他
の
状
況
及
び
当
該
鉄
道
の
駅
の
利
用
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
利
便
を
著
し
く
阻
害
し
な
い
と
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

 

別
表
第
一
第
三
号
チ
中
⑵
を
⑶
と
し
、
⑴
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

⑵ 

移
動
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
台
数
、
か
ご
の
幅
及
び
奥
行
き
は
、 

 
 

 
 

公
共
交
通
機
関
の
施
設
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
利
用
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
も 

 
 

 
 

の
と
す
る
。 

 

別
表
第
一
第
三
号
リ
⑴
㈦
中
「
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
」
を
「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
（
移
動

等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
旅
客
施
設
又
は
車
両
等
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

省
令
（
平
成
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十
一
号
）
第
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
内
方
線
付
き
点

状
ブ
ロ
ッ
ク
を
い
う
。
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
二
公
共
交
通
機
関
の
施
設
の
項
中
「
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
」
を
「
、
内
方
線
付
き
点
状

ブ
ロ
ッ
ク
」
に
改
め
る
。 

 
 

 



 
 

  
 

 
 

 
 

            
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          

 
イ

 
移
動
円
滑
化
経
路
の
床
面
に
高
低
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
傾
斜
路
又

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
て
い
る
か
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ

り
傾
斜
路
若
し
く
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
以
外
の
昇
降
機
で
あ
っ
て
車
い
す
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し

た
構
造
の
も
の
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
又

は
公
共
交
通
機
関
の
施
設
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
公
共
交
通

機
関
の
施
設
と
一
体
的
に
利
用
さ
れ
る
他
の
施
設
の
傾
斜
路
若
し
く
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
公
共

交
通
機
関
の
施
設
の
営
業
時
間
内
に
お
い
て
常
時
公
共
用
通
路
と
車
両

等
の
乗
降
口
と
の
間
の
移
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除

く
。
 

適
・
否

 
該
当
・

 

非
該
当

 

 

「 

 
 

イ
 
移
動
円
滑
化
経
路
の
床
面
に
高
低
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
傾
斜
路
又

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
て
い
る
か
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ

り
傾
斜
路
若
し
く
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
以
外
の
昇
降
機
で
あ
っ
て
車
い
す
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し

た
構
造
の
も
の
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
又

は
公
共
交
通
機
関
の
施
設
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
公
共
交
通

機
関
の
施
設
と
一
体
的
に
利
用
さ
れ
る
他
の
施
設
の
傾
斜
路
若
し
く
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
公
共

交
通
機
関
の
施
設
の
営
業
時
間
内
に
お
い
て
常
時
公
共
用
通
路
と
車
両

等
の
乗
降
口
と
の
間
の
移
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除

く
。

 

適
・
否

 
該
当
・

 

非
該
当

 

」 

     

カ
 
線
路
、
水
路
等
を
挟
ん
だ
各
側
に
公
共
用
通
路
に
直
接
通
ず
る
出
入

口
が
あ
る
鉄
道
の
駅
に
は
、
ア
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
側
の

出
入
口
に
通
ず
る
移
動
円
滑
化
経
路
を
そ
れ
ぞ
れ
１
以
上
設
け
て
い
る

か
。
た
だ
し
、
鉄
道
の
駅
の
規
模
、
出
入
口
の
設
置
状
況
そ
の
他
の
状

況
及
び
当
該
鉄
道
の
駅
の
利
用
状
況
を
勘
案
し
て
、
高
齢
者
、
障
害
者

等
の
利
便
を
著
し
く
阻
害
し
な
い
と
知
事
が
認
め
る
場
合
を
除
く
。
 

イ
 
移
動
円
滑
化
経
路
の
床
面
に
高
低
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
傾
斜
路
又

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
て
い
る
か
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ

り
傾
斜
路
若
し
く
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
以
外
の
昇
降
機
で
あ
っ
て
車
い
す
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し

た
構
造
の
も
の
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
又

は
公
共
交
通
機
関
の
施
設
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
公
共
交
通

機
関
の
施
設
と
一
体
的
に
利
用
さ
れ
る
他
の
施
設
の
傾
斜
路
若
し
く
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
公
共

交
通
機
関
の
施
設
の
営
業
時
間
内
に
お
い
て
常
時
公
共
用
通
路
と
車
両

等
の
乗
降
口
と
の
間
の
移
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除

く
。
 

適
・
否

 

適
・
否

 

該
当
・

 

非
該
当

 

該
当
・

 

非
該
当

 

 

 
 

  
 

  

カ
 
線
路
、
水
路
等
を
挟
ん
だ
各
側
に
公
共
用
通
路
に
直
接
通
ず
る
出
入

口
が
あ
る
鉄
道
の
駅
に
は
、
別
表
第
１
第
３
号
イ
⑴
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
各
側
の
出
入
口
に
通
ず
る
移
動
円
滑
化
経
路
を
そ
れ
ぞ
れ

１
以
上
設
け
て
い
る
か
。
た
だ
し
、
鉄
道
の
駅
の
規
模
、
出
入
口
の
設

置
状
況
そ
の
他
の
状
況
及
び
当
該
鉄
道
の
駅
の
利
用
の
状
況
を
勘
案
し

て
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
利
便
を
著
し
く
阻
害
し
な
い
と
知
事
が
認

め
る
場
合
を
除
く
。
 

オ
 
主
た
る
乗
継
ぎ
経
路
と
別
表
第
１
第
３
号
イ
⑸
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
乗
継
ぎ
経
路
が
異
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
経
路
の
長

さ
の
差
は
、
で
き
る
限
り
小
さ
く
し
て
い
る
か
。
 

エ
 
乗
継
ぎ
経
路
の
う
ち
、
別
表
第
１
第
３
号
イ
⑵
及
び
⑶
、
同
号
ハ
⑵

同
号
ニ
⑵
、
同
号
ホ
⑵
、
同
号
ヘ
⑵
並
び
に
同
号
チ
に
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
を
、
乗
降
場
ご
と
に
１
以
上
設
け
て
い
る
か
。
 

ウ
 
公
共
用
通
路
と
車
両
等
の
乗
降
口
と
の
間
の
経
路
で
あ
っ
て
、
主
た

る
通
行
の
用
に
供
す
る
も
の
と
当
該
公
共
用
通
路
と
当
該
車
両
等
の
乗

降
口
と
の
間
に
係
る
移
動
円
滑
化
経
路
が
異
な
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

の
経
路
の
長
さ
の
差
は
、
で
き
る
限
り
小
さ
く
し
て
い
る
か
。
 

イ
 
移
動
円
滑
化
経
路
の
床
面
に
高
低
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
傾
斜
路
又

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
て
い
る
か
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ

り
傾
斜
路
若
し
く
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
以
外
の
昇
降
機
で
あ
っ
て
車
い
す
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し

た
構
造
の
も
の
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
又

は
公
共
交
通
機
関
の
施
設
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
公
共
交
通

機
関
の
施
設
と
一
体
的
に
利
用
さ
れ
る
他
の
施
設
の
傾
斜
路
若
し
く
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
公
共

交
通
機
関
の
施
設
の
営
業
時
間
内
に
お
い
て
常
時
公
共
用
通
路
と
車
両

等
の
乗
降
口
と
の
間
の
移
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除

く
。

 

適
・
否

 

適
・
否

 

適
・
否

 

適
・
否

 

適
・
否

 

該
当
・
 

非
該
当
 

該
当
・
 

非
該
当
 

該
当
・
 

非
該
当
 

該
当
・
 

非
該
当
 

該
当
・
 

非
該
当
 

「 

様
式
第
二
号
（
三
）
中 

を 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

     
 

 

附 

則 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

   

  

(
２

)
 
移
動
円
滑
化
 

 
 
経
路
を
構
成
す
 

 
 
る
エ
レ
ベ
ー
タ
 

 
 
ー

 

 

 
移
動
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
台
数
、
か
ご
の
幅
及
 

び
奥
行
き
は
、
公
共
交
通
機
関
の
施
設
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
利
用
の
 

状
況
を
考
慮
し
て
い
る
か
。
 

タ
 
か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
の
開
扉
時
間
を
延
長
す
る
機
能
を
 

 
有
し
て
い
る
か
。
 

適
・
否

 

適
・
否

 

該
当
・

 

非
該
当

 

 
 

 

 
 

 
エ
 
ホ
ー
ム
ド
ア
、
可
動
式
ホ
ー
ム
さ
く
、
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
 

 
そ
の
他
の
視
覚
障
害
者
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
 

 
て
い
る
か
。
 

を 

」 

 
 

 
 
 

エ
 
ホ
ー
ム
ド
ア
、
可
動
式
ホ
ー
ム
さ
く
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
そ
の
他
の
 

 
視
覚
障
害
者
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
。 

」 

 
 

 
タ
 
か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
の
開
扉
時
間
を
延
長
す
る
機
能
を
 

 
有
し
て
い
る
か
。
 

適
・
否

 
 

 

 
 
 

タ
 
か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
の
開
扉
時
間
を
延
長
す
る
機
能
を
 

 
有
し
て
い
る
か
。
 

適
・
否

 
 

 

」 

  

(
２
) 

 移
動
円
滑
化
 

 
 
経
路
を
構
成
す
 

 
 
る
エ
レ
ベ
ー
タ
 

 
 
ー
 

 

 
移
動
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
台
数
、
か
ご
の
幅
及
 

び
奥
行
き
は
、
公
共
交
通
機
関
の
施
設
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
利
用
の
 

状
況
を
考
慮
し
て
い
る
か
。
 

タ
 
か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
の
開
扉
時
間
を
延
長
す
る
機
能
を
 

 
有
し
て
い
る
か
。
 

適
・
否

 

適
・
否

 

該
当
・

 

非
該
当

 

 
 

「 

 
  

 
エ

 
ホ
ー
ム
ド
ア
、
可
動
式
ホ
ー
ム
さ
く
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
そ
の
他
の
 

 
視
覚
障
害
者
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
。 

適
・
否

 
 

 

 

」 

「 

に
、 を 

 
 

 
エ

 
ホ
ー
ム
ド
ア
、
可
動
式
ホ
ー
ム
さ
く
、
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
 

 
そ
の
他
の
視
覚
障
害
者
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
 

 
て
い
る
か
。
 

適
・
否

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

「 

「
(
２

)
 
移
動
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
」

 

 
 
ー

 

に

、

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     

カ
 
線
路
、
水
路
等
を
挟
ん
だ
各
側
に
公
共
用
通
路
に
直
接
通
ず
る
出
入

口
が
あ
る
鉄
道
の
駅
に
は
、
別
表
第
１
第
３
号
イ
⑴
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
各
側
の
出
入
口
に
通
ず
る
移
動
円
滑
化
経
路
を
そ
れ
ぞ
れ

１
以
上
設
け
て
い
る
か
。
た
だ
し
、
鉄
道
の
駅
の
規
模
、
出
入
口
の
設

置
状
況
そ
の
他
の
状
況
及
び
当
該
鉄
道
の
駅
の
利
用
状
況
を
勘
案
し

て
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
利
便
を
著
し
く
阻
害
し
な
い
と
知
事
が
認

め
る
場
合
を
除
く
。
 

オ
 
主
た
る
乗
継
ぎ
経
路
と
別
表
第
１
第
３
号
イ
⑸
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
乗
継
ぎ
経
路
が
異
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
経
路
の
長

さ
の
差
は
、
で
き
る
限
り
小
さ
く
し
て
い
る
か
。
 

エ
 
乗
継
ぎ
経
路
の
う
ち
、
別
表
第
１
第
３
号
イ
⑵
及
び
⑶
、
同
号
ハ
⑵
、

同
号
二
⑵
、
同
号
ホ
⑵
、
同
号
ヘ
⑵
並
び
に
同
号
チ
に
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
を
、
乗
降
場
ご
と
に
１
以
上
設
け
て
い
る
か
。
 

ウ
 
公
共
用
通
路
と
車
両
等
の
乗
降
口
と
の
間
の
経
路
で
あ
っ
て
、
主
た

る
通
行
の
用
に
供
す
る
も
の
と
当
該
公
共
用
通
路
と
当
該
車
両
等
の
乗

降
口
と
の
間
に
係
る
移
動
円
滑
化
経
路
が
異
な
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

の
経
路
の
長
さ
の
差
は
、
で
き
る
限
り
小
さ
く
し
て
い
る
か
。
 

イ
 
移
動
円
滑
化
経
路
の
床
面
に
高
低
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
傾
斜
路
又

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
て
い
る
か
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ

り
傾
斜
路
若
し
く
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
以
外
の
昇
降
機
で
あ
っ
て
車
い
す
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し

た
構
造
の
も
の
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
又

は
公
共
交
通
機
関
の
施
設
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
公
共
交
通

機
関
の
施
設
と
一
体
的
に
利
用
さ
れ
る
他
の
施
設
の
傾
斜
路
若
し
く
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
公
共

交
通
機
関
の
施
設
の
営
業
時
間
内
に
お
い
て
常
時
公
共
用
通
路
と
車
両

等
の
乗
降
口
と
の
間
の
移
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除

く
。
 

適
・
否

 

適
・
否

 

適
・
否

 

適
・
否

 

適
・
否

 

該
当
・

 

非
該
当

 

該
当
・

 

非
該
当

 

該
当
・

 

非
該
当

 

該
当
・

 

非
該
当

 

該
当
・

 

非
該
当

 

 

「
(
３

)
 
移
動
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
」

 

 
 
ー

 

に
改
め
る
。 

「 

」 



規

則 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 
 

             
 

 

様
式
第
十
八
号
（
十
二
）
中 

 
 

 
 

 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

課
 
 
 
所
 

 
 

課
 
 
所
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド

 
「 

」 

「 

」 

様
式
第
十
八
号
（
十
三
）
中 

 
 

 
 

 
 
 

 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

 

課
 
 
 
所
 

「 

」 

「 

」 
 

 

課
 
 
所
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド 

 
 

課
 
 
 
所
 

「 

」 

様
式
第
十
八
号
（
十
四
）
中 

 
 

 
 

 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

「 

」 
 

 

課
 
 
所
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド 

 
  課

 
 
 
所
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

元
 
号

 

コ
ー
ド 

様
式
第
十
九
号
（
二
）
及
び
様
式
第
十
九
号
（
三
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

「 

」 
 

 

課
 
 
 
所
 

 
 

 
 

「 

」 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
  課

 
 

 
所

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

元
 
号

 
コ
ー
ド 

「 

」 

様
式
第
十
九
号
（
四
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



様式第１９号（４）（第１２５条関係） 

 

 

 
  

電 算 用 収 納 済 通 知 書               ○返  

 
   

 

 

 

 

 

納  入  者 下記のとおり収納しましたから 

 通知します。 

 

 

納付目的 

 

 

 

 

市

郡
都 

 

町

村
区 

   
 1 書類区分 3 4  5 6   課   所  10 11 年  度 13 14 会  計 15 

 
納入期限 

 
 
Ｆ ７ ７ 

       

        

   
 16    款   17 18    項   19 20    目   21 22    節   23 24  説  明 25  

      

               

   
 26   金      額  39 40 41返納通知番号47 48 収納年月日 53 54 金融機関コード 60  

 十 兆 千 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円           

 

 

  
61事 業63  収納済印 

   

 

 課所→納入者→金融機関→会計管理課   埼 玉 県 

 

 



 

様
式
第
二
十
一
号
（
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 



様式第２１号（２）（第３６条、第１２５条関係） 

          

 納入通知兼領収書 

 

 
様   

 下記の金額を納入してください。 

       年   月   日 

 歳入徴収権者                印  

  

 納付目的 

 

納入場所 埼玉県指定金融機関   

埼玉県指定代理金融機関 

埼玉県収納代理金融機関 

 

 納入期限        年    月    日 

 課所名 

  

納 入 通 知 書 

 

 

 

 下記の金額を収納してください。 

 

 

 

 納付目的 

 

 

 

 納入期限         年    月    日 

 

 課所名 

  

     
  電算用 収 納 済 通 知 書          ○納  

 

  

 
 
 

下記のとおり収納しましたから通知します。 

納付目的 

  

   

  
納入期限        年    月    日 

課所名 

      

書
類
区
分 

1 3 4 5 課

所 

6    10 年 
 

度 

11     13  

 

会 

計 

14 15 

款 

16 17 

項 

18 19 
目 

20 21 
節 

22 23 説 

明 

24 25  

  

書
類
区
分 

 

課 
 

所 

 

元
号
コ
ー
ド 

 

年 
 

度 

     

書

類

区

分 

 

課 
 

所 

 

元
号
コ
ー
ド 

 

年 
 

度 

     
 

  
26        39 40 番 41     47   

  

会

計 

 款  項  目  節  
説

明 

     
会

計 

 款  項  目  節  
説

明 

  

 

  

金 額 
   号    

収
納
年
月
日 

コ

ー

ド 

金

融

機

関 

48      53 54      60 
  

  金 額   
番

号 

     金 額   
番

号 
      

  
延滞金等 

 
    日 

              
収納済印 

  
延滞金等 

 
    日 

              
収納済印 

  

延滞金等 
 

    日 

61 
            

74 収納済印 

  合 計                 合 計               合 計               

        
  

（納入者保管）      埼 玉 県 （金融機関保管）     埼 玉 県 
 （会計管理課保管）   埼 玉 県 

 備考 本様式は、児童福祉法第５６条第２項の規定により徴収する費用（同法第５０条第７号及び第７号の２の費用に限る。）に係る徴収金、中小企業 

   高度化資金貸付金償還金等について使用すること。 



     

様
式
第
二
十
一
号
（
五
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 
 

 

課
 
 

 
 
所
 

 
 

 
 

「 

」 

様
式
第
二
十
一
号
（
三
）
及
び
様
式
第
二
十
一
号
（
四
）
中 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

「 

」 
 

 
 

課
 

 
 
 
所
 

 
 

 
 

 
 

元
 
号

 
コ
ー
ド

 

 
 

 

課
 
 

 
 
所
 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

「 

」 



様式第２１号（５）（第１２５条関係） 

 

 

     電算用     収 納 済 通 知 書              ○納   

 納    入    者 
 下記のとおり収納しましたから 

通知します。 

 

 

 

 

 

 

納付目的 

  

 市

郡
都 

 

町

村
区 

  

  
 1書類区分3 4   5 6 課  所 10 11年 度13 

 

納 入 期 限  

Ｆ ２ ２  

 

     

      

      
 14 会  計 15 16   款  17 18   項   19 20  目  21 22  節  23 24   25   

          

             
  

  26   金         額   39  40 41納入通知番号47 48 収納年月日 53 54金融機関ｺｰﾄﾞ60 
  

  
十 兆 千 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 

      

 
延滞
金等
〇日 

 61       74 

   
 収納済印 

 合計         

   

 課所→納入者→金融機関→会計管理課  埼 玉 県   

 



     

様
式
第
二
十
一
号
（
八
）
及
び
様
式
第
二
十
一
号
（
九
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

         

課
 
 

 
所
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

「 

」 

 

課
 
 
 
所
 

 
 

元
 
号

 

コ
ー
ド

 

 

 

課
 

 
 
 
所
 

「 

」 

様
式
第
二
十
一
号
（
六
）
及
び
様
式
第
二
十
一
号
（
七
）
中 

 
 

 
 

 
 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

「 

」 



様式第２１号（８）（第１２５条関係） 

  
 

 

  電算用             収 納 済 通 知 書               ○納   

 納    入    者  下記のとおり収納しましたから通知します。 

 

 

 

 納 付 目 的       

 

 

 

様  

   
 1書類区分3 4    5 6  課  所  10 11 年 度 13 14 会 計 15 16 款 17 18 項 19 20 目 21 22 節 23 24    25  

納 入 期 限 
 

           

              
 

金  26       額    39 40 41  納入通知番号  47   48   収納年月日   53 54   金融機関コード  60  
収納済印  

 納入金額  
 

   

  
61

                 
67
       

     

 合  計     

 埼   玉   県  

     課所→納入者→金融機関→会計管理課    



様式第２１号（９）（第３６条、第１２５条関係） 

収  納  済  通  知  書   ○納  埼玉県 

（会計管理課保管） 

納 入 通 知 書 

（金融機関保管）  埼玉県 

納 入 通 知 書 兼 領 収 書   埼玉県 

（納入者保管） 

 本書のとおり収納しましたから通知します。 金額 円  

 

金額 円 

 

 金額 円  

  上記の金額を収納してください。 

 

 

 

様 

 

 
納入 

期限 
 

納付 

目的 

     年  月分 
 心身障害者扶養共済制度、加入者掛金 

  
納 入

期 限 

 
納 付

目 的 

    年  月分 

心身障害者扶養共済制度、加入者掛金 
 

 

 上記の金額を納入してください。             年  月  日 

 

歳入徴収権者                            印 

 

 

納入場所 

  埼玉県指定金融機関、埼玉県指定代理金融機関、埼玉県収納代理金融機関 

 

納 付 目 的 
    年  月分 
 
心身障害者扶養共済制度、加入者掛金 

  

納入通知番号    

 

書
類
区
分 

１  ３ ４  ５ 
課
所 

６     10 
年
度 

11     13 
会
計 

14  15 
款 

16  17 
項 

18  19 
目 

20  21 
節 

22  23 
説
明 

24  25 課  所  名 

 

  

 

納 入 期 限    

金
額 

26                      39 40 納 入

通 知

番 号 

41        47 

 

書類区分 
元 号 

コード 
年度 会計 款 項 目 節 説明  書

類
区
分 

 
課
所 

 

元
号
コ
ー
ド 

 
年
度 

 
会
計 

 款  項  目  節  
説
明 

 

 

           

収 納 年 月 日 金融機関コード  
金 額  

 

課所名  

 

48                  53 54                  60  

収 納 済 印 課 所 名 収 納 済 印 納入者住所氏名 収  納  済  印 

市町村 

コード 

61                         66 

ＣＤ 
 67 

年月 
68              71 

   
 

納入者 

住 所 

氏 名 

 
 
 
 

                               様 様  

      



     

様
式
第
二
十
一
号
（
二
十
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

      

「 

」 

様
式
第
二
十
一
号
（
十
八
）
及
び
様
式
第
二
十
一
号
（
十
九
）
中 

 
 

 
 

 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

「 

」 
 

 

課
 

 
 

所
 

 
 

 
 

 
 

課
 

所
 

 
 

 
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

に
改
め
る
。 

「 

」 
 

 

課
 

所
 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 



様式第２１号（２０）（第１２５条関係） 

 

 

○住  収 納 済 通 知 書              ○納   

  

 下記のとおり収納しましたから 

通知します。 

 

 

 

 

 
納

入

者 
様 

        
 1 書類区分 3 4  5 6 課   所 10 11  年度  13 14 会  計 15  納入目的 

      年  月分 

         として 

Ｆ ２ ２ 
 

 

   

 

       

     

 16  款  17 18  項   19 20   目  21 22  節  23 24  25 

 

 
     

 
        

   

 26 金   35    額 39 40 41 納入通知番号 47  48収納年月日53 54金融機関ｺｰﾄ゙ 60    
                

    

 

 

  

納入期限   

収納済印  

 課所→納入者→金融機関→会計管理課   埼 玉 県 

 
 備考 本様式は県営住宅家賃等について使用すること。 



    
 
 

       

様
式
第
二
十
一
号
（
二
十
二
）
中 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

に
改
め
る
。 

「 

」 

「 

」 
 

課
 

 
 

所
 

 

課
 

 
所

 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 

 

様
式
第
二
十
一
号
（
二
十
三
）
か
ら
様
式
第
二
十
一
号
（
二
十
五
）
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め 

る
。 

 



様式第２１号（２３）（第１２５条関係） 

収 納 済 通 知 書              

                                   様 

 下記のとおり収納しましたので通知します。 

   納付目的      年  月分 

                 として 

 

書類区分 
1     3 

 
4   5 

課  所 
6     10 

年度 
11  13 

会計 
14 15 

款 
16 17 

項 
18 19 

目 
20 21 

節 
22 23 

 
24  25 

 

          

  
金       額 

26                39 
  

40 
納入通知番号 

41         47 

納入期限 

 

   

  
収 納 年 月 日         

48               53 
金 融 機 関 コ ー ド           

54               60 

  

  

  

 

収 納 済 印  

  

 課所→納入者→金融機関→会計管理課  

 



様式第２１号（２４）（第３６条、第１２５条関係） 

納入通知書兼領収書 納 入 通 知 書            収 納 済 通 知 書          ○納   電算用 

  〒 

様   

  下記の金額を納入してください。 
       年  月  日 
 

  歳入徴収権者 
  埼玉県    福祉事務所長 □印 
 

  納付目的    福祉資金元利償還金 
           年  月分（  回／  回） 
 

  納入場所 埼玉県指定金融機関 
       埼玉県指定代理金融機関 
       埼玉県収納代理金融機関 

  納期限     年  月  日 

 

（                  様） 

  下記の金額を収納してください。 

 

  納付目的   福祉資金元利償還金 

           年  月分 

        （  回／  回） 

 

  納期限     年  月  日 

 

 

（                  様） 

  下記の金額を収納しましたので通知します。 

 

  納付目的   福祉資金元利償還金 

           年  月分 

        （  回／  回） 

 

  納期限     年  月  日 

 
 書類区分 課所 元 号 

コード 年度 会計 款 項 目 節   書類区分 課所 元 号 
コード 年度 会計 款 項 目 節   書類区分  課所 年度 会計 款 項 目 節 説明  

 Ｆ２２          
 Ｆ２２          

 1     3 

Ｆ２２ 

４ ５ ６      10 

 

11         13 
 

14     15 
 

16  17 
 

18  19 
 

20  21 
 

22  23 
 

24 25   

 金 額 
            円 番

号 

  
 金 額 

          円 番
号    金 額 

26                 39 

円 

40 番
号 

41            47
 
  

 
違約金 

延滞日数 
 

   日 

      円 貸
付
番
号 

  
 違約金 

延滞日数 
 

    日 

     円 貸
付
番
号 

   
収
納
日 

コ
ー
ド 

48           53 54 
      

60 

 

 
合 計 

                    円 調
定
回
数 

 
資
金 

 
 

 合 計 
          円 調

定
回
数 

 資
金 

   違約金 
延滞日数 

 
    日 

61       67円 
  

 収納済印  
  ※納期限までに納入されなかった場合は、

  違約金を併せて納入してください。 

 

   違約金＝延滞元利金額×0.1075×
延滞日数

365  

   ただし、違約金が100円未満であるときは、 

  徴収しません。 

 

 
（納入者保管）    埼玉県 

  

（金融機関保管）    埼玉県 

  
 合 計     収納済印  収納済印 

 
貸
付
番
号 

68     74 調
定
回
数 

75     77 資 

金 

    

 

   

  
   （会計管理課保管）    埼玉県  

 



様式第２１号（２５）（第３６条、第１２５条関係） 

  
 

 

納 入 通 知 書 兼 領 収 書                     

   〒 

 

 

 

 

 

 

様  

  下記の金額を納入してください。 

       年  月  日  

 

 歳入徴収権者                      印 

 

 納 付 目 的       

   児童扶養手当過誤払金の返納 

 

 納 入 場 所        埼玉県指定金融機関            

埼玉県指定代理金融機関 

埼玉県収納代理金融機関 

 
 

   
 書類区分 課  所 元    号 

コード 年度 会計 款 項 目 節  納  入  期  限  

           

 金    額  
円 番

号 

 
 

年   月   日  収 納 済 印  

 延滞金等  
   日  

円 
 

 
   

  合  計  
円 

  

     
    

 （納入者保管） 埼  玉  県  

 
 

    



納 入 通 知 書              

（                           様） 

 下記の金額を収納してください。 

 

 納 付 目 的        

   児童扶養手当過誤払金の返納 

 納 入 期 限                    年  月  日 

     収 納 済 通 知 書              ○納      電算用 

（                           様） 

 下記の金額を収納しましたので通知します。 

 

 納 付 目 的        

   児童扶養手当過誤払金の返納 

 納 入 期 限                   年  月  日 

 書類区分 課所 元 号 
コード 年度 会計 款 項 目 節   書 類 区 分  課 所 年 度 会 計 款 項 目 節 説明  

            
1        3 4 5 6      10 11   13 14    15 

 

16  17 18  19 20  21 22  23 24  25 
 

 
金  額 円 番 

号 
   

金 額 
26                39 40

番
号 

41           47   

 延滞金等 
   日 

円   収
納
日 

コ
ー
ド 

48             53 54                  60     

 
合  計 

円   延滞金等 
   日 

61                            74   

 収 納 済 印  収 納 済 印 

 （金融機関保管）       埼 玉 県 

  
合  計    

  

 

 

 （会計管理課保管）    埼 玉 県 

 

 



     

様
式
第
二
十
一
号
（
二
十
八
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

  

課
 

 
所

 

  

元
 
号

 
コ
ー
ド
 

様
式
第
二
十
一
号
（
二
十
六
）
及
び
様
式
第
二
十
一
号
（
二
十
七
）
中 

 
 

 
 

 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

「 

」 

」 

「 

  

課
 

 
 

所
 

「 

」 
 
 

 
 
 
 

に
改
め
る
。 

  

課
 

 
所

 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 



様式第２１号（２８）（第３６条、第１２５条関係） 

   電算用            収 納 済 通 知 書              

 

                様 

 下記のとおり収納しましたから
通知します。 

  

納入場所 

 埼玉県総合リハビリテーションセンター 

 埼玉県指定金融機関 

 埼玉県指定代理金融機関 

 埼玉県収納代理金融機関 

  

 
1 書類区分 

３ ４ ５ ６ 課  所 
10 11 年度 

13 
 納 入 期 限  

 
Ｆ２２  

 
   

   

     

  

 
14 会 計 

15 16 款 
17 18 項 

19 20 目 
21 22 節 

23 24  25 
 

 一般会計       

 ０ １           収納済印 

     

 
26 金    額 

39 40 41 納入通知番号 
47 48 収 納 年 月 日 

53 54 金融機関コード 
60 
   

         

所轄所→納入者→金融機関→会計管理課   埼 玉 県   

 



      

様
式
第
二
十
一
号
（
三
十
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   

様
式
第
二
十
一
号
（
二
十
九
）
及
び
様
式
第
二
十
一
号
（
三
十
）
中 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

課
 

 
 
所
 

「 

」 

「 

」 
 

 

課
 
 
所
 

 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

  

に
改
め
る
。 

「 

」 
 

 

課
 
 
所
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド 



様式第２１号（３１）（第１２５条関係） 

 

 電算用            収 納 済 通 知 書              

 

 〒 

 

 

様 

 

 下記のとおり収納しましたから通知します。 

  

納付目的 

 

受診年月日：    年  月  日 

利用年月：     年    月分 

  納入場所 

   埼玉県立精神保健福祉センター 

   埼玉県指定金融機関 

   埼玉県指定代理金融機関 

   埼玉県収納代理金融機関 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
１ 書類区分 ３ 

４
   

５
 
６ 課  所 10

 
11年 度 13

 

 

納 入 期 限   

         

   

   

 
14 会 計 15 16   款   17 18    項    19 20    目    21 22    節    23 24 25 

 

 一 般 会 計       

 ０ １          

   

 
26
   金    額   

39
 

40 41
 納入通知番号 47 48 収納年月日 

53
 
54

 金融機関コード 60   

       

所轄所→納入者→所轄所又は金融機関→会計管理課 

 

 

   埼 玉 県 

 

収納済印 

 



      

様
式
第
二
十
一
号
（
三
十
四
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
一
号
（
三
十
二
）
及
び
様
式
第
二
十
一
号
（
三
十
三
）
中 

 
 

 
 

 
 
 
 
  

 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

課
 
 
 
所
 

「 

」 

「 

」 
 

課
 
 

 
所
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

「 

」 
 

課
 
 
 
所
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド 

z 



様式第２１号（３４）（第１２５条関係） 

   

   
  電算用 収  納  済  通  知  書  ○納    

       納  入  者  下記のとおり収納しましたから通知します。  

  

 
 
 
 

様 

  納 付 目 的   

               

  書類区分 出納区分 課  所 年度 会計 款 項 目 節 24  25  納 入 期 限   

  
１ ３ 

 

 

 

４    ５ 

 

 

 

６         10 

 

 

 

11   13 

 

 

 

14  15 

 

 

 

16  17 

 

 

 

18  19 

 

 

 

20  21 

 

 

 

22  23 

 

 

 

     

         

  金      額 40 納入通知番号  収 納 年 月 日 金融機関コード    

  納入金額 
26            39 

 

 

 

 
41            47 

 

 

 

 
48          53 

 

 

 

54          60 

 

 

 

 収納済印  

   
61            67 

 
     

     貸 与 番 号 調定回数    

  合  計   
68             75 

 

 

 

76    77 

 

 

 

   

  
埼  玉  県 

   

 
 課所→納入者→金融機関→会計管理課 

   

 



        

様
式
第
二
十
三
号
（
三
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 

 

課
 

 
 
所
 

様
式
第
二
十
一
号
（
三
十
五
）
中 

 
 

 
 

 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

「 

」 

「 

」 
 

 

課
 
所
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド
 

様
式
第
二
十
三
号
（
一
）
及
び
様
式
第
二
十
三
号
（
二
）
中 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

課
 

 
 
 
所
 

 
 

 
 

「 

」 

「 

」 
 

 

課
 
 

 
 
所
 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

課
 

 
 
 
所
 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド 

「 

」 



様式第２３号（３）（第１２５条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    電算用 収 納 済 通 知 書              ○口   

   

 

納  入  者  下記のとおり収納しましたから 

通知します。 

 
 
 
 
 
 納付目的 
 

 

市
郡
都  

 

 
町
村
区  

 

 

 

様  

   

 

書類区分 
1    3 

 
4 5 

課   所 
6     10 

年 度 
11  13 

 

納 入 期 限 

   
 

Ｆ ２ ３        
      

  

 

会  計 
14     15 

款 
16     17 

項 
18     19 

目 
20      21 

節 
22      23 

 
24 25 

 
 

       

           

  

 

金    額 
26             39 

 
40 

納入通知番号 
41      47 

収納年月日 
48    53 

金融機関コード 
54     60 

 
 

十兆 千百十 億千百 十万千 百十円 
        

 

  収納済印 

 課所→金融機関→会計管理課    埼 玉 県 

 



    

様
式
第
二
十
三
号
（
五
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 

課
 
 
 
所
 

様
式
第
二
十
三
号
（
四
）
中 

 
 

 
 

 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

「 

」 

「 

」 
 

課
 
 
所
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 



様式第２３号（５）（第１２５条関係） 

収納済通知書（口座振替）              

                                   様 

 下記のとおり収納しましたので通知します。 

   納付目的       年  月分として 

 

書類区分 
1      3 

 
4    5 

課  所 
6      10 

年度 
11  13 

会計 
14 15 

款 
16 17 

項 
18 19 

目 
20 21 

節 
22 23 

 
24   25 

 

          

  
金       額 

26                    39 
  

40 
納入通知番号 

41           47 
納入期限  

   

  
収 納 年 月 日         

48                  53 
金 融 機 関 コ ー ド           

54                 60 

  

  

  

 

収 納 済 印  

  

 課所→金融機関→会計管理課  

 



   
様
式
第
二
十
三
号
（
七
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 
 

  

様
式
第
二
十
三
号
（
六
）
中 

 
 

 
 

 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

課
 

 
 
所
 

 
 

 
 

 

「 

」 
 
 

 

課
 

 
所

 

 
 
 
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド

 

 

「 

」 



様式第２３号（７）（第１２５条関係） 

 

 

○住  収 納 済 通 知 書              ○口  

 
 

納 

入 

者 

様  

 下記のとおり収納しましたから 

通知します。 

 

  

 

書類区分 
1    3 

 
4 5 

課  所 
6      10 

年度 
11   13 

会  計 
14      15 

 
 

 納入目的 

 

Ｆ ２ ３        
       

  

 

款 
16   17 

項 
18   19 

目 
20   21 

節 
22   23 

 
24 25                年  月分 

              として 

 
     

         

  

 

金    額 
26      35      39 

 
40 

納入通知番号 
41      47 

 

収納年月日 
48     53 

金融機関コード 
54       60 

 
 

                 

   

 

預金口座名 種別 口座番号 

 

振 替 日 

 
収納済印 

 
普通 
当座 

  

 
 課所→金融機関→会計管理課    埼 玉 県 

 



      

様
式
第
二
十
五
号
（
三
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   
 

 

 
 

 

課
 
 
 
 
所

 

 
 

 
 

「 

」 
様
式
第
二
十
五
号
（
一
）
及
び
様
式
第
二
十
五
号
（
二
）
中 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

課
 
 
 
所
 

 
 

 
 

  

元
 
号

 

コ
ー
ド 

 

「 

」 

を 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

課
 
 
 
所
 

 
 

 
 
  

元
 
号

 

コ
ー
ド 

 

「 

」 



様式第２５号（３）（第１２５条関係） 

 

 

    電算用 収 納 済 通 知 書              ○払  

  

 

納  入  者  下記のとおり収納しましたから 

通知します。 

 

 

 払込目的 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 書類区分 
  1   3 

 
4 5 

課   所 
6       10 

年 度 
11    13 

会  計 
14       15   

 
収入 Ｆ ２ ４ 

   

 
  

 

 
   

 収入 Ｆ ２ ７          

 

 

款 
16     17 

項 
18     19 

目 
20     21 

節 
22     23 

説 明 
24     25 

      

          

 

 

金      額 
26            39 

 
40 

払 込 番 号 
41       47 

収納年月日 
48    53 

金融機関コード 
54     60   

十兆 千百十 億千百 十万千 百十円 
       

 

  収納済印 

 納入者→金融機関→会計管理課   埼 玉 県 

 



  
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
五
号
（
七
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  
 

 
 
 

 

 
 

 

課
 

 
所
 

 
 
 
 

様
式
第
二
十
五
号
（
五
）
及
び
様
式
第
二
十
五
号
（
六
）
中 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 
 

 
 

に

「 

」 

「 

」 
 

 

課
 
 
所
 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 



様式第２５号（７）（第１２５条関係） 

     (3) 

 

 
 ○給  収 納 済 通 知 書              ○払  

 

電 算 用 

 

 

納  入  者  下記のとおり収納しましたから 

通知します。 

払込目的 

資金前渡担当者          

（職 名）            

 （氏 名）             

  

 

書類 
区分 

1    3 

 
 

4 5 

課 所 
6      10 

 
年度 

11    13 

会 計 
14   15 

款 
16   17 

項 
18   19 

目 
20   21  

      
Ｆ ９ ４                  

  

 

節 

22 23 

説明 

24 25 

金     額 

26  31 32       39 

 

40 

払込番号 

41       47 
 

 

61  63 

 

 

0 2 0 0  
千 百 十 万 千 百 十 円 

  0 1 0  

0 3        0 1 0  

0 3        
 

0 1 0  

 

0 3        0 1 0  

0 3        

 

0 1 0 

 

 

0 3        0 1 0  

0 3        0 1 0  

0 3        0 1 0  

       千 百 十 万 千 百 十 円    

 金 額          
収納年月日 
48    53 

金融機関コード 
54      60  収納済印 

  

   

 納入者→金融機関→会計管理課   埼 玉 県 

 



    
 

 

様
式
第
二
十
五
号
（
十
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

  

様
式
第
二
十
五
号
（
八
）
及
び
様
式
第
二
十
五
号
（
九
）
中 

 
 
 
 

 
 

 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

課
 

 
所
 

 
 

 
 

「 

」 

「 

」 
 

 

課
 
 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 

を 
 

 
 

 
 

 
に
改
め
る
。 

「 
」 

 

 

課
 

 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 



様式第２５号（１０）（第１２５条関係） 

 

 

○住   収 納 済 通 知 書               ○払  

 
 

納 

入 

者 

 

 下記のとおり収納しましたから 

通知します。 

 

  

 

書類区分 
１   3 

 
4 5 

課   所 
6     10 

年 度 
11   13 

会  計 
14   15 

 払込目的 
 
      年 月分 
       として 

 
Ｆ ２ ７       

       

  

 

款 
16   17 

項 
18   19 

目 
20   21 

節 
22   23 

 
24 25  氏   名  

       

         

  

 

金    額 
26      35     39 

 
40 

払込番号 
41      47 

 

収納年月日 
48    53 

金融機関コード 
54       60 

 
 

                 

 

  

収納済印 

 納入者→金融機関→会計管理課   埼 玉 県 

 



        

様
式
第
三
十
一
号
（
四
）
及
び
様
式
第
三
十
一
号
（
五
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

   

 
 

 

課
 
 
 
 
 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド
 

 

 
 

 

課
 
 
 
 
 
所

 

 
 

 
 

 

「 

」 

「 

」 

様
式
第
三
十
一
号
（
二
）
及
び
様
式
第
三
十
一
号
（
三
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

様
式
第
三
十
一
号
（
一
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

課
 
 
 
 
 
所

 

 
 

 
 

 

「 

」 

「 

」 
 
 

 

課
 
 
 
 
 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド
 

 

 
 

 

課
 
 
 
 
 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 

 

「 
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

課
 
 
 
 
 
所

 

 
 

 
 

 

「 

」 

「 

」 
 
 

 

課
 
 
 
 
 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 

 



様式第３１号（４）（第４５条、第６４条関係） 

年度・所管更正済通知書              ○元  

         下記のとおり、更正したので通知します。 
 
  電算用 

 

 

 
 書類区分 

 

金             額  

 
1  3 4            17 

 
    

              

 

   
 更 

正 

元 

18   19 

課 所 年度 会 計 更正コード 款  
28    29 30 31    32 

 
 

20         24 25       27 
    

         
            

 項 目 節 説 明 差引番号  

 
33          34 35          36 37        38 39       40 41   43 

 
         

          

   
 更 

正 

先 

 
課 所 年度 会 計 更正コード 款  

         
           

 項 目 節 説 明 差引番号  

         

          

 ○添付する日計表の種類及び送付先等 

  更正請求を受けた指定金融機関等は、次に示すとおり日計表を作成し送付してください。 

 更 正 
請求者 

太線で囲んだ 
更正コード 

作成する日
計表の種類 

増額又は減
額 の 区 別 

送 付 先  更正年月日 金融機関コード  
60      65 66       72 

 

税務課又は

県税事務所 

１ 
県 税収 納 
金 日計 表 

減 額 太線で囲んだ

課所欄に記入
してある税務
課又は県税事

務所００００ 

   
 

 
２ 〃 増 額    

 

 

上記以外 

１ 
収 納 金 
日 計 表 

減 額 

会計管理課 

  
更正済印  

 
２ 〃 増 額 

   

 
 



様式第３１号（５）（第４５条、第６４条関係） 

年度・所管更正済通知書              ○先  

         下記のとおり、更正したので通知します。 
 
  電算用 

 

 

 
 書類区分  金             額 

 

 
1  3 

 
4            17 

     

              

  

 
更 

正 

元 

 

課 所 年度 会 計 更 正 コ ー ド 款 

       

          

 項 目 節 説 明 差引番号 
 

        

          

  

 更 

正 

先 

 課 所 年度 会 計 更 正 コ ー ド 款  

18    19 
28     29 30 31    32 

 
 

20           24 25       27 
    

      
            

 項 目 節 説 明 差引番号 

 
33          34 35          36 37        38 39        40 41   43 

 
         

             

 ○添付する日計表の種類及び送付先等 

  更正請求を受けた指定金融機関等は、次に示すとおり日計表を作成し送付してください。 

 更 正 

請 求 者 

太線で囲んだ 

更 正 コ ー ド 

作成する日

計表の種類 

増額又は減

額 の 区 別 
送 付 先  更正年月日 金融機関コード  

60      65 66       72 

 

税務課又は

県税事務所 

１ 
県税収納 
金日計表 

減 額 太線で囲んだ

課所欄に記入
してある税務
課又は県税事

務所００００ 

    
 

 
２ 〃 増 額    

 

 

上記以外 

1 
収 納 金 
日 計 表 

減 額 

会計管理課 

 

 

更正済印  

 
２ 〃 増 額 

  

 
 



   
様
式
第
六
十
三
号
（
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

    
 

 
 

年
度
  

 

「 

」 
 

元
 
号

 

コ
ー
ド
 

 
 

年
度
  

 

「 

」 

様
式
第
六
十
三
号
（
一
）
中 

 
 

 

を 
 
 
 
 

 
 

に
改
め
る
。 



様式第６３号（２）（第７７条関係） 

 

（
注
）
１ 

金
額
の
頭
部
に
「
￥
」、
「
△
」
又
は
「
－
」
等
の
符
号
を
記
入
し
な
い
こ
と
。 

 
   

  

２ 

金
額
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
に
は
、「
負
符
号
」
の
欄
に
「
－
」
の
符
号
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。 

 
   

  

３ 

「
収
納
年
月
日
」
及
び
「
金
融
機
関
コ
ー
ド
」
は
必
ず
ゴ
ム
印
を
使
用
す
る
こ
と
。 

 
   

  

４ 

県
営
住
宅
家
賃
等
（
磁
気
テ
ー
プ
交
換
収
納
分
）
及
び
入
学
料
等
（
磁
気
テ
ー
プ
交
換
収
納
分
）

に
つ
い
て
は
書
類
区
分
を
各
々
「
Ｆ
４３
」
、「
Ｆ
４４
」
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
。 

収 納 金 日 計 表                     
№         

 

① 

① 

書類区分 
1     3 

 
4   5 

年度 
6    8  通知書件数  

電 算 用 
 

Ｆ ４ １     
件 

 
 区 分 

収   納   額 
9                                  22 

負符号 
23 

 

本日分 
十 兆 千 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 

 

 

 

 収納年月日 
24         29 

金融機関コード 
30         36 

 

誤つた日の記入例  

    

                           埼玉県指定金融機関、指定代理金融機関 
                           又は収納代理金融機関 

       （宛先） 
        埼玉県会計管理者                                ○印  

  

 

        金融機関→会計管理課 

 



     

め
る
。 

 

様
式
第
六
十
四
号
（
三
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

     

 
 

年
度

  

 

「 

」 

様
式
第
六
十
四
号
（
一
）
中 

 
 

 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 

年
度

  

 

「 

」 

「 

」 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド 

 
 

年
度

  

「 

」 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド 

 
 

年
度

  

 

様
式
第
六
十
四
号
（
二
）
中 

 
 

 
 
 

を 
 

 
 

 
 

 

に
、
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改 

あ
て

先
 

宛
先

 



様式第６４号（３）（第７７条関係） 

 

 

県 税 収 納 金 日 計 表                      ○副  

№         

 

① 

① 

書類区分 

1    3 
 

4  5 
年 度 

6    8 
 通知書件数 

9        11 
 

電 算 用 

 

Ｆ ４ ２       件 

 
 区 分 収   納   額 

12                         25 
負符号 
26 

 

本日分 
十 兆 千 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 

  

 
 収納年月日 

27      32 
金融機関コード 

33        39 
 

誤つた日の記入欄 
40           45 

 

    

  

 

県税コード 

46    47 

（宛先） 
 埼玉県会計管理者 
                 埼玉県指定金融機関、指定代理金融機関又は 
                 収納代理金融機関   

   （         県税事務所分）                             ○印 

        金融機関→会計管理課 

 

 



     

様
式
第
七
十
三
号
（
三
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  
 
 

  

様
式
第
七
十
三
号
（
一
）
中 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

課
 

 
 
 
所
 

 
 

 
 

「 

」 

「 

」 
 

 

課
 
 

 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド
 

 

様
式
第
七
十
三
号
（
二
）
中 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

課
 

 
 
 
所
 

 
 

 
 

「 

」 

「 

」 
 

 

課
 
 

 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド
 

 



様式第７３号（３）（第１２５条関係） 

 

   

 

 電算用  収 納 済 通 知 書 （歳入歳出外現金）  

 

 

 

 

 

  

  下記のとおり収納しましたから 

 通知します。 

 

 

 納入目的 

 

 

納   入   者 

市

郡
都  

 

 

町

村
区  

   書類区分 
1    3 

 
4   5 

課   所 
6       10 

 

年  度 
11     13 

 

 

 
Ｆ ２ ５ 

     

     

 
 14   会  計   15 16    款    17 18    項   19 20   21 22   23 24   25   

 歳入歳出外現金   ００ ００    
 ３ ０       
  金          額 

26                 39 40 
番  号 

41       47 
収納年月日 

48    53 

金融機関コード 

54      60 
 

十 兆 千 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 
           

 

 

 

収納済印  

課所→納入者→金融機関→会計管理課    埼 玉 県 

 



 

様
式
第
七
十
三
号
（
五
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 



様式第７３号（５）（第１１７条、第１２５条関係） 

         

 ○住  納付書兼領収書（歳入歳出外現金） 

 

 

 

                       様  

 発 行 日          年   月   日  

  下記の金額を納入してください。 

 納入目的              敷金    

 納入期限          年   月   日  

 納入場所   埼玉県指定金融機関       

        埼玉県指定代理金融機関    

        埼玉県収納代理金融機関    

  ○住  納付書（歳入歳出外現金） 

 

 

 

                       様  

 

  下記の金額を収納してください。 

 納入目的              敷金    

 納入期限          年   月   日  

  ○住  収納済通知書（歳入歳出外現金） 

 

 

 

                      様  

 

  下記のとおり収納しましたので通知します。 

 納入目的             敷金    

 納入期限           年   月   日  

 

     
書
類
区
分 

1   3 4  5 
課 

所 

6   10 

年 

度 

11     13  

 
 

     会 

計 

14 15 

款 

16 17 

項 

18 19 20 21 22 23 24  25 

  

 
 書

類
区
分 

  
課 

所 

 元
号
コ
ー
ド 

 
年

度 

  
  

 書
類
区
分 

  
課 

所 

 

元
号
コ
ー
ド 

 
年 
度 

 
    

 
      

金  額 

26          39 40 

番 

号 

41       47 

  
 

 
 
会 

計 

 

款 

 

項 

  
  

 
会 

計 

 款  項 
      

     収
納
年
月
日 

コ

ー

ド 

金
融
機
関 

48      53 54       60 

  

 
 金 額 

  
番 

号 

  
  

 金 額   
番 

号 

     

  
 収納済印 

  
 収納済印 

  
 収納済印 

  課所→納入者→金融機関→納入者 

埼玉県 

  課所→納入者→金融機関 

埼玉県 

  課所→納入者→金融機関→会計管理課 

埼玉県 



 

様
式
第
七
十
七
号
（
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  



様式第７７号（１）（第１２６条関係）                №１ 

 
 電 算 用                         年  月  日  

収 納 金 控 除 通 知 書              
 （宛先） 
  埼玉県会計管理者又は出納員 
                    埼玉県指定金融機関、指定代理金融 
                    機関又は収納代理金融機関 
                                 店 □印  
 

 証券不渡りのため、下記のとおり証券納付に係る収納を取り消し、収納金を控除

したので通知します。 

記 

 
書類 
区分  課 所 年 度  納入者住所・氏名 

不渡り証券 
収納年月日 

 
区分 

1   3 4  5 6     10 11  13 

          年  月  日 
     

 
 会  計 款 項 目 節  

14      15 16      17 18      19 20      21 22      23 24      25 

     
 

          

 
 収 納 取 消 金 額  

納 入 通 知 書 等 
番 号 

収納金を控除 
し た 年 月 日 

金 融 機 関 
コ ー ド 

26                  39 40 41       47 48      53 54    60 

                        

  
 

 

県 税 
コード 

 
  

 

（注）１ 小切手で収納したもののうち、不渡りがあつた場合に作成すること。 

   ２ 納入通知書一枚ごとに作成すること。 

   ３ 県税関係にあつては税務課又は県税事務所に、県税関係以外のものにあ

つては会計管理課に送付すること。 

   ４ 書類区分欄は、県税関係以外の場合にのみ「Ｆ２７」と記入すること。 

 



     
 

 

様
式
第
百
九
号
（
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

     
 
 

 
 
 

 
 
 

 

様
式
第
七
十
七
号
（
二
）
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

 

課
 
 

 
 
所
 

 
 

 
 

「 

」 

「 

」 
  課

 
 

 
所

 

  

  

  

  

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 

あ
て

先
 

 
 

に
改
め
る
。 

「 
」 

  課
 
 

 
所

 

  

  

  

  

 
 

元
 
号

 

コ
ー
ド
 

宛
先

 



様式第１０９号（２）（第２０１条、第１２５条関係） 

         
         

 
督 促 状 兼 領 収 書 

  
督     促     状 

   
電算用 収 納 済 通 知 書              ○督  

 

 

 

 

様  

 

 下記のとおり督促します。 

 

      年  月  日 

 

 歳入徴収権者                         印 

 

 納付目的 

 

 

納入場所 埼玉県指定金融機関   

埼玉県指定代理金融機関 

埼玉県収納代理金融機関 

 

 納入期限           年  月  日 

 最初の納入期限        年  月  日 

 課所名 

  

 

 

 

 

 下記の金額を収納してください。 

 

 

 

 

 納付目的 

 

 

 納入期限           年  月  日 

 

 

 最初の納入期限        年  月  日 

 

 

 

 課所名 

  

 

 

 

 

 下記のとおり収納しましたから通知します。 

 

 

 納付目的 

 

         

     

 納入期限           年  月  日 

 最初の納入期限        年  月  日 

 課所名 

 

      

書
類
区
分 

1    3 4   5 
課

所 

6      10 年

度 

11   13     

 

      
会

計 

14  15 

款 

16  17 

項 

18  19 

目 

20  21 

節 

22  23 説 
 

明 

24  25 

  
 

  
書
類
区
分 

 

課

所 

 

元
号
コ
ー
ド 

 

年

度 

  
    

書
類
区
分 

 

課

所 

 

元
号
コ
ー
ド 

 

年

度 

 

 
    

         
 26             39 40 

番 

号 

41       47  
 

  
会

計 

 款  項  目  節  

説

明 

  
    

会

計 

 款  項  目  節  

説

明 
  

   

金   額   

   

         
収
納
年
月
日 

コ

ー

ド 

金

融

機

関 

48            53 54          60  
 

  金 額   
番

号 

     金 額   
番

号 
     

  

  

  
延 滞 金 等 

 日 
              

収納済印 

  
延 滞 金 等 

 日 
              

収納済印 

  
延 滞 金 等 

 日 

61 

            

74 収納済印 

  合 計                 合 計                 合 計               

       

 

（納入者保管）      埼 玉 県 （金融機関保管）      埼 玉 県 （会計管理課保管）     埼 玉 県 

  備考 本様式は納入通知書（様式第２１号（２））により納入の通知をした場合に使用すること。 



     

様
式
第
百
九
号
（
五
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

様
式
第
百
九
号
（
三
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 

課
 

 
 
 
所
 

 
 

 
 

「 

」 

「 

」 
 

 
 

課
 
 

 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 

様
式
第
百
九
号
（
四
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 
 
 
 
 
         

に
改
め
る
。  

 

「 

」 
 

 
 

課
 
 

 
所

 

 
 

 
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 

 
 

 

課
 
 
 
 
所
 

 
 

 
 

「 

」 



様式第１０９号（５）（第１２５条関係） 

 

 

  電算用    収 納 済 通 知 書               ○督   

  

 下記のとおり収納しましたから 

通知します。 
 

 
納付目的 

 

 
納     入     者 

市

郡
都 

 

町

村
区 

 

 

 納 期 限 
 

 

 
14 会  計 15  

 
 

 1  書類区分  3 4 5 6 課    所 10 11 年 度 13  最初の納期限  
  

収入 Ｆ ２ ６ 
     

 
 

支出 Ｆ ７ ９ 
    

 
   

   
 16   款   17 18   項   19 20   目   21 22   節   23 24  説明  25   

        

             

  
 26   金         額   39 40 41 督促番号 47 48収納年月日 53 54 金融機関コード60    

 滞納金 
十 兆  千 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 

         

 
延滞金等 

   日 

61    
     

74 

   
 

収納済印 

 合計 
     

 

 

 
 課所→納入者→金融機関→会計管理課   埼 玉 県 

 



     

様
式
第
百
九
号
（
九
）
及
び
様
式
第
百
九
号
（
十
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  
 

 
 

 
 

  

を 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 

「 
」 

 
 

課
 

 
 
所

 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 様

式
第
百
九
号
（
七
）
及
び
様
式
第
百
九
号
（
八
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

課
 
 

 
所
 

「 

」 

「 

」 
 
 

課
 

 
 
所

 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 



様式第１０９号（９）（第１２５条関係） 

  
 

 

  電算用            収 納 済 通 知 書                     ○督   

 納    入    者  下記のとおり収納しましたから通知します。 

 

 

 

 納 付 目 的       

 

 

様  

   
 1書類区分 3 4  5 6 課  所 10 11 年  度 13 14会計 15 16 款 17 18 項 19 20 目 21 22 節 23 24    25  

最初の納期限 納 期 限 
 

            

              
 金   26     額     39 40 41 督促番号 47 

 
48 収 納 年 月 日 53 54金融機関コード 60  収納済印  

 納入金額   
 

  

  
61           67

  
 

   
    

 合  計     

 埼 玉 県  

     課所→納入者→金融機関→会計管理課    



様式第１０９号（１０）（第２０１条、第１２５条関係） 

 

収  納  済  通  知  書   ○督埼玉県 
                      （会計管理課保管） 

督  促  状 

         （金融機関保管）  埼玉県 

督 促 状 兼 領 収 書    埼玉県 
            （納入者保管） 

 本書のとおり収納しましたから通知します。 金額 円  

 

金額 円 

 

 金額 円  

 
 上記の金額を収納してください。 

 

                      様 

 
 
納入
期限 

 
納付
目的 

      年  月分 

 心身障害者扶養共済制度、加入者掛金 
  

納入 
期限 

 
納付 
目的 

     年  月分 

 心身障害者扶養共済制度、加入者掛金 
 

 
 上記のとおり督促します。               年  月  日 

歳入徴収権者                           印 

 

納入場所 

 埼玉県指定金融機関、埼玉県指定代理金融機関、埼玉県収納代理金融機関 

 

納 付 目 的  
      年  月分 

心身障害者扶養共済制度、加入者掛金 
  

督 促 番 号     
 書
類
区
分 

1  3 4 5 

課 

所 

6   10 

年 

度 

11    13 

会 

計 

14 15 

款 

16 17 

項 

18 19 

目 

20 21 

節 

22 23 

説 

明 

24 25 課 所 名 

 

  

 

 

納 入 期 限     

 
金 

額 

26                 39 40 
督 促 
番 号 

41      47 
 

書類区分 
元 号 
コード 年度 会計 款 項 目 節 説明 

 

書
類
区
分 

 

課 
所 

 

元
号
コ
ー
ド 

 

年 

度 

 

会 

計 

 款  項  目  節  

説 

明 

  
         

 収 納 年 月 日 金融機関コード  

金 額  

 

課所名  

 

 
48              53 54              60 

 

 収 納 済 印 課 所 名 収 納 済 印 納入者住所氏名 収  納  済  印 

 
市町村 

コード 

61                   66 
ＣＤ 

 67 
年月 

68           71 

    
 

 
納入者 

住 所 

氏 名 

 

 

 

 

                                     様 
                  様  

      



   
 

様
式
第
百
九
号
（
十
七
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   
 

 

様
式
第
百
九
号
（
十
六
）
中 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

課
 
 
 
所

 

「 

」 

「 

」 
 

課
 
 
所

 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 



様式第１０９号（１７）（第１２５条関係） 

 

収 納 済 通 知 書              

 
                                  様 

 
 

  下記のとおり収納しましたので通知します。 

     納付目的     年   月分 

  として 

  1書類区分 3 4  5 6  課 所 10 11年 度 13 14会計 15 16款 17 18 項 19 20 目 21 22節 23 24 25  

            

 
 

26  金        額 39 40 41 督促番号 47    納入期限 

           年 

   
     月  日  

 
48   収納年月日   53 54   金融機関コード   60 

       

     収 納 済 印   

 

 

 

 

  課所→納入者→金融機関→会計管理課 

 



 

様
式
第
百
九
号
（
十
九
）
及
び
様
式
第
百
九
号
（
二
十
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 



様式第１０９号（１９）（第２０１条、第１２５条関係） 

督促状兼領収書 督 促 状             収 納 済 通 知 書          ○督    電算用 

  〒 

                      様 

  下記のとおり督促します。 
       年  月  日 
 

  歳入徴収権者 
  埼玉県  福祉事務所長 □印 
 

  納付目的    福祉資金元利償還金 
         年  月分（  回／  回） 

  納入場所 埼玉県指定金融機関 

       埼玉県指定代理金融機関 
       埼玉県収納代理金融機関 
 

  納期限     年  月  日 
  最初の納期限  年  月  日 

 

（                  様） 

  下記の金額を収納してください。 

 

  納付目的   福祉資金元利償還金 

           年  月分 

        （  回／  回） 

 

  納期限     年  月  日 

  最初の納期限  年  月  日 

 

（                  様） 

  下記の金額を収納しましたので通知します。 

 

  納付目的   福祉資金元利償還金 

           年  月分 

        （  回／  回） 

 

  納期限     年  月  日 

  最初の納期限  年  月  日 

 書類区分 課所 
元 号 
コード 年度 会計 款 項 目 節    書類区分 課所 

元 号 
コード 年度 会計 款 項 目 節   書類区分  課所 年 度 会計 款 項 目 節 説明  

 Ｆ２６          
 Ｆ２６          

 1     3 

Ｆ２６ 
4 5 6   10 11    13 14  15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25  

 
金 額 

円 督
促
番
号 

  
 金 額 

円 督
促
番
号 

   金 額 
26          39円 40 督

促
番
号 

41          47 
 

 
違約金 

 延滞日数 
 
     日 

円 貸
付
番
号 

  
 違約金 

延滞日数 
 

         日 

円 貸
付
番
号 

   
収
納
日 

コ
ー
ド 

48        53 54         60 
  

 
合 計 

円 調
定
回
数 

 
資 
 
金 

 
 

 合 計 
円 調

定
回
数 

 資 
 
金 

   違約金 

延滞日数 
 

      日 

61    67 円 

   

 収納済印  

  ※最初の納期限までに上記償還金が納入されてい 

  ませんので、違約金と併せて至急納入してくださ 

  い。 

   なお、この督促状と行き違いに納入された場合 

  は、あしからず御了承ください。 

    違約金＝延滞元利金額×0.1075×
延滞日数

365  

   ただし、違約金が100円未満であるときは、 

  徴収しません。 

（納入者保管）   埼玉県 

  
 

  
 合 計     

収納済印  
 

収納済印 
      

  
 

 
  

貸
付
番
号 

68   74 調
定
回
数 

75  77 資 
 

金 

    

  
 

 
      

  
（金融機関保管）    埼玉県    （会計管理課保管）    埼玉県  

 



様式第１０９号（２０）（第２０１条、第１２５条関係） 

  
 

 

督 促 状 兼 領 収 書                    

  〒 

 

 

 

 

様 

 下記のとおり督促します。 

       年  月  日   

 歳入徴収権者 

□印  

 納 付 目 的       

   児童扶養手当過誤払金の返納 

 納 入 場 所        埼玉県指定金融機関            

         埼玉県指定代理金融機関 

         埼玉県収納代理金融機関 
 

書類区分 課  所 元 号 
コード 年度 会計 款 項 目 節  納  入  期  限  

         年  月  日 

金 額 
円 

督
促
番
号 

 
 

最 初 の 納 期 限 

 

 

 

 

 

 

  

年  月  日 

延 滞 金 等 

日 

円  
  

収 納 済 印 

合 計 
円 

 
   

  
  （納入者保管）  埼 玉 県 

  



 

督 促 状              

 （                           様） 

  下記の金額を収納してください。 

  納 付 目 的        

    児童扶養手当過誤払金の返納 

  納 入 期 限                      年  月  日 

  最初の納期限                      年  月  日 

   収 納 済 通 知 書 ○督    電算用  

（                           様） 

 下記の金額を収納しましたので通知します。 

 納 付 目 的        

   児童扶養手当過誤払金の返納 

 納 入 期 限                    年  月  日 

 最初の納期限                    年  月  日 

 書 類区分 課 所 元 号 
コード 年 度 会計 款 項 目 節   書類区分  課 所 年 度 会計 款 項 目 節 説明  

            
1     3 4  5 6       10 11    13 14   15 

 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 
           

 
金 額 

円 督
促
番
号 

   

滞 納 金 

26                    39 40 督
促
番
号 

41       47  

 延 滞金等 
日 

円   収
納
日 

コ
ー
ド 

48               53 54            60   

 
合 計 

円   延滞金等 

   日 

61                     74   

 収 納 済 印  収 納 済 印 

  （金融機関保管）   埼 玉 県 

  合 計    
  

 

（会計管理課保管）      埼 玉 県 

 

 



      

様
式
第
百
九
号
（
二
十
三
）
及
び
様
式
第
百
九
号
（
二
十
四
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 
 

   

様
式
第
百
九
号
（
二
十
一
）
及
び
様
式
第
百
九
号
（
二
十
二
）
中 

 
 
 
 

 
 

 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

課
 
 
所
 

「 

」 

「 

」 
  

課
 
 
所
 

 

元
 
号

 

コ
ー
ド
 

 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

「 
」 

  

課
 
 
所
 

 

元
 
号

 
コ
ー
ド
 

 



様式第１０９号（２３）（第１２５条関係） 

 

 電算用         収 納 済 通 知 書              

 

 〒 

 

様 

 

 下記のとおり収納しましたから通知します。 

 
 

納付目的 

 

受診年月日：    年  月  日 

納入場所             

埼玉県立精神保健福祉センター 

埼玉県指定金融機関       

埼玉県指定代理金融機関     

埼玉県収納代理金融機関     

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 1 書類区分 3 4 5 6  課 所 1 0 11 年 度 13 
 

納 期 限 最初の納期限   

           

     

   

 14 会 計 15 16    款    17 18    項    19 20    目    21 22    節    23 24 25  

 一般会計       

 ０ １          

   

 26    金  額    39 40 41 督促番号 47 48 収納年月日 53 54 金融機関コード 60   

       

 

 

所轄所→納入者→金融機関→会計管理課    埼 玉 県 

収納済印 

 



様式第１０９号（２４）（第２０１条、第１２５条関係） 

 

督促状兼領収書 

 
〒 
 

様 
下記のとおり督促します。 
     年  月  日 
 
歳入徴収権者 
埼玉県立      高等学校長□印 
 
納付目的 
 
納入場所 埼玉県指定金融機関 
     埼玉県指定代理金融機関 
     埼玉県収納代理金融機関 
 

納期限        年  月  日 

最初の納期限     年  月  日 

  

督   促   状 

 

（                        様） 

下記の金額を収納してください。 

 

納付目的 

 

 

 

 

 

納期限        年  月  日 

最初の納期限     年  月  日 

  

        収 納 済 通 知 書 ○督   電算用 

 

（                          様） 

下記の金額を収納しましたので通知します。 

 

納付目的 

 

 

 

 

 

納期限        年  月  日 

最初の納期限     年  月  日 

 

 
書類区分 課所 

元 号 

コード 年度 会計 款 項 目 節 
  

書類区分 課所 
元 号 

コード 年度 会計 款 項 目 節 
  

書類区分  課所 年度 会計 款 項 目 節 説明 
 

 

 

Ｆ２６           Ｆ２６           
1    3 

Ｆ２６ 

4 5 6   10 11  13 

 

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 
 

 金 額 円 

督
促
番
号 

   金 額 円 

督
促
番
号 

   金 額 
26              39 

円 

40 督
促
番
号 

41         47 
 

       
収
納
日 

コ
ー
ド 

48          53 54       60 
  

         

※ 最初の納期限までに上記   が納

入されていませんので、至急納入してく

ださい。 

 なお、この督促状と行き違いに納入

された場合は、あしからず御了承くだ

さい。 

収納済印 

   

収納済印 

   

収納済印 

 

（納入者保管）       埼玉県   （金融機関保管）      埼玉県    （会計管理課保管）     埼玉県   

 



 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
財
務
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、 

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



訓

令 

埼
玉
県
訓
令
第
十
号 

本 
 

 
 

 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

地

域

機

関 
 

 
 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
広
聴
広
報
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

           

別
表
医
療
人
材
課
の
項
勤
務
時
間
の
欄
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
項
週
休
日
の
欄
中 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

福
祉
政

策
課
・
 

虐
待
通
報

等
の
業
務

に
従
事
す

る
職
員
・

 
 

 

１
日
に
つ
き

７
時
間
４
５

分
。
た
だ
し
、

週
休
日
の
振

替
を
行
う
場

合
は
、
４
週
間

を
平
均
し
て

１
週
間
に
つ

い
て
３
８
時

間
４
５
分
・

 

上
に
同
じ
。

 
日
曜
日
及
び
土

曜
日

 

上
に
同
じ
。

 

 

「
１
日
に
つ
き
７
時
間
４
５
分
。
た
だ
し
、
週
休
日

 

務
の
実
情
に
応
じ
所
属
長
が
定
め
る
」
 

「
上
に
同
じ
」

 

の
振
替
を
行
う
場
合
は
、
４
週
間
を
平
均
し
て
１
週
間
に
つ
い
て
３
８
時
間
４
５
分
」
 
「
上
に

 

同
じ
。
」
 

「
４
週
間
に
つ
い
て
８
日
と
し
、
業

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
八
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

二 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

石
井 

ナ
ナ
ヱ 

三 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
五
丁
目
四
番
二
十
五
号 

四 

更
新
後
の
認
定
の
有
効
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
九
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
子
育
て
支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
み
る
く 

二 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

青
木 

照
代 

三 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 

埼
玉
県
越
谷
市
東
越
谷
三
丁
目
六
番
地
二
十
三
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
・
越
谷
生
活
館

一
階 

四 

更
新
後
の
認
定
の
有
効
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
九
月
十
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
九
月
九
日
ま
で 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
号 

 
飯
能
市
か
ら
飯
能
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
一
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
又
は
施
術

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司
上 

一 

指
定
医
療
機
関 

大
野
眼
科
ク
リ
ニ
ッ

ク 医
療
法
人
社
団 

明

日
佳 

埼
玉
あ
す
か

松
伏
病
院 

東
鷲
宮
病
院 

医
療
法
人
社
団 

爽

緑
会 

ふ
た
ば
在
宅

ク
リ
ニ
ッ
ク 

名
称 

医
療
法
人
社
団 

木
花
磐
会 

医
療
法
人
社
団 

明
日
佳 

医
療
法
人
三
和

会 医
療
法
人
社
団 

爽
緑
会 

開
設
者
名 

朝
霞
市
西
原
二
―
一
四
―
一
八 

北

飾
郡
松
伏
町
松
伏
一
二
六

三
―
五 

久
喜
市
桜
田
二
―
六
―
五 

久
喜
市
久
喜

東

一

―
二
―
五 

東
山
ビ
ル
三
Ｆ
―
Ａ
号
室 

所
在
地 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
三
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

指
定
年
月
日 



 

タ
ケ
ノ
コ
歯
科
・
矯

正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

柳
澤
歯
科
医
院 

ひ
か
り
眼
科 

医
療
法
人 

善 

よ

し
な
み
耳
鼻
科
ク
リ

ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 

幸

生
会 

北
坂
戸
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク 

武
蔵
嵐
山
病
院 

三
輪
医
院 

岩
下
悦
郎
消
化
器
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 

武

蔵
野
会 

Ｔ
Ｍ
Ｇ
サ

テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ

ク
朝
霞
台 

医
療
法
人
朋
武

会 医
療
法
人
社
団 

秀
優
会 

医
療
法
人
ひ
か

り
眼
科 

医
療
法
人
善 

医
療
法
人
社
団 

幸
生
会 

医
療
法
人
蒼
龍

会 三
輪 

武
司 

医
療
法
人
勇
雄

会 医
療
法
人
社
団 

武
蔵
野
会 

草
加
市
青
柳
七
―
二
〇
―
一
〇 

春
日
部
市
中
央
二
―
一
七
―
一

〇
昭
和
ビ
ル
一
階 

吉
川
市
木
売
一
―
五
―
三
吉
川

情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
二
階 

鶴
ヶ
島
市
富
士
見
一
―
二
―
一

ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
二
Ｆ 

坂
戸
市
薬
師
町
三
―
二 

東
松
山
市
上
唐
子
字
引
野
裏
一

三
一
二
―
一 

熊
谷
市
宮
町
一
―
一
五
五
―
一 

所
沢
市
北
有
楽
町
二
四
―
五 

朝
霞
市
西
弁
財
一
―
八
―
二
一 

平
成
三
十
年

五
月
七
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

五
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 



丹
後
薬
局 

ゆ
め
み
野
薬
局 

オ
リ
オ
ン
歯
科 

の
ぞ
み
デ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
深
谷
花
園

院 医
療
法
人
社
団 

Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｄ 

拾
六
間

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人 

昭
盛
会 

榎
本
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク 

医
療
法
人 

デ
ン
ト

ハ
ピ
ネ
ス 

た
ば
ら

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

オ
リ
―
ブ
歯
科
医
院 

鹿
瀨
歯
科
医
院 

株
式
会
社
外
苑

企
画
商
事 

株
式
会
社
あ
さ

ひ
調
剤 

湯
浅 

宏 

医
療
法
人
希
有

会 医
療
法
人
社
団 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｄ 

医
療
法
人
昭
盛

会 医
療
法
人
デ
ン

ト
ハ
ピ
ネ
ス 

医
療
法
人
社
団 

星
高
会 

鹿
瀨 

直
樹 

三
郷
市
早
稲
田
三
―
二
八
―
二

二 北

飾
郡
松
伏
町
松
伏
字
深
町

八
〇
九 

吉
川
市
保
一
―
一
三
―
三
ラ
イ

フ
吉
川
駅
前
店
二
階 

深
谷
市
荒
川
一
〇
三
三 

熊
谷
市
拾
六
間
一
〇
〇
四 

富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
一
―
一

―
三
ア
ス
テ
ー
ル
ふ
じ
み
野
イ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
二
Ｂ 

狭
山
市
広
瀬
東
二
―
四
三
―
八 

狭
山
市
入
間
川
一
―
三
―
六
天

竜
ビ
ル
二
階
二
〇
一
号
室 

戸
田
市
下
戸
田
二
―
二
五
―
九

戸
田
ハ
イ
ツ
一
階 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
月
二
十
一

日 平
成
三
十
年

十
二
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 



ふ
じ
さ
く
ら
訪
問
看

護
ス
テ
―
シ
ョ
ン 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
吉
川
美

南
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
店 

ブ

レ

―

メ

ン

薬

局 

み
わ
の
え
店 

彩
生
薬
局 

東
方
店 

コ
ス
モ
ス
神
川
薬
局 

え
び
す
堂
薬
局 

入
間
川
薬
局 

そ
う
だ
ん
薬
局 

新

所
沢
店 

か
り
ん
薬
局 

医
療
法
人
さ
く

ら ウ
エ
ル
シ
ア
薬

局
株
式
会
社 

株
式
会
社
メ
デ

ィ
カ
コ
ラ
ボ 

一
般
財
団
法
人 

健
康
・
福
祉
科
学

研
究
所 

ル
ナ
調
剤
株
式

会
社 

株
式
会
社
キ
ュ

ア
メ
デ
ィ
カ
ル 

株
式
会
社
フ
ァ

イ
ン
テ
ッ
ク 

有
限
会
社
グ
ラ

ム
フ
ァ
ー
マ
シ

― 一
般
社
団
法
人 

メ
デ
ィ
ッ
ク
ス 

富
士
見
市
水
谷
東
一
―
二
八
―

一 吉
川
市
美
南
三
―
一
二
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
吉
川
美
南
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ 

吉
川
市
加
藤
六
六
二
―
一 

深
谷
市
東
方
町
二
―
一
五
―
一

四 児
玉
郡
神
川
町
新
里
二
二
一
―

四 比
企
郡
小
川
町
大
塚
九
六
―
三 

狭
山
市
入
間
川
三
―
二
―
二
三 

所
沢
市
緑
町
二
―
一
三
―
一
九 

三
郷
市
鷹
野
四
―
五
〇
一
―
二 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

六
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
二
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 



二 

指
定
施
術
機
関 

 

松
本 

智
志 

埴
田 

の
ぞ

み 大
場 

直
樹 

小
林 

祐
也 

内
藤 

有
香 

氏
名 

     

住
所 

株
式
会
社
ワ
イ
・

エ
ム
・
ビ
イ 

鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
院 

訪
問
医
療
マ
ッ
サ

ー
ジ
Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｗ 

大
宮
中
央
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

エ
ー
ル
ケ
ア
治
療

院 

鴻
巣
店 

寿
町
な
ま
い
接
骨

院 ひ

つ

じ

整

骨

院 

新
白
岡
院 

名
称 

施
術
所 

東
京
都

飾
区
亀
有
五
―
三
四

―
三
ヤ
マ
ダ
ビ
ル
二
〇
二 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
堀
の
内
町

一
―
一
一
六
―
一 

二
階 

鴻
巣
市
前
砂
二
四
八
―
四 

川
越
市
寿
町
一
―
二
二
五
五
―

一
豊
栄
ビ
ル
一
〇
二 

白
岡
市
新
白
岡
四
―
一
三
―
三

新
白
岡
駅
前
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

パ
ー
ク
一
Ｆ 所

在
地 

平
成
三
十
年

十
二
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
二
月
三
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
二
十

一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年

十
一
月
一
日 

指
定
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
二
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
医
療
機
関 

    

医
療
法
人
社
団
愛

友
会 

エ
ル
サ
上

尾
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン 

門
司
歯
科
医
院 

医
療
法
人 

真
賛

会 

メ
デ
ィ
カ
ル

パ
ー
ク
入
間 

ふ
じ
み
の
救
急
ク

リ
ニ
ッ
ク 

名

称 

所
在
地 

開
設
者
名 

名 
 

称 

開
設
者
名 

名 
 

称 

変
更
事
項 

上
尾
市
藤
波
三
―
二
六
五

―
一 

医
療
法
人
社
団
裕
美
会 

マ
キ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク 

医
療
法
人
社
団
隆
正
会
遠

山
脳
神
経
外
科 

医
療
法
人
社
団 

隆
正
会 

遠
山
脳
神
経
外
科 

変

更

前 

上
尾
市
藤
波
三
―
二
六
六

―
一 

医
療
法
人
直
悦
会 

医
療
法
人 

真
賛
会 
メ

デ
ィ
カ
ル
パ
ー
ク
入
間 

医
療
法
人
社
団
晃
悠
会 

ふ
じ
み
の
救
急
ク
リ
ニ
ッ

ク 

変

更

後 



二 

指
定
施
術
機
関 

 

小
田
上 

諭 

奥
泉 

修
司 

小
林 

寛
之 

根
岸 

清 

大
澤 

康
浩 

出
山 

勝
章 

関
口 

和
樹 

氏

名 

施
術
所 

施
術
所 

施
術
所 

施
術
所 

施
術
所 

施
術
所 

施
術
所 変

更
事
項 

所
在
地 

名 

称 

名 

称 

所
在
地 

所
在
地 

名 

称 

所
在
地 

名 

称 

所
在
地 

名 

称 

所
在
地 

名 

称 

入
間
郡
毛
呂
山
町
若

山
二
―
八
―
一
五 

在
宅
医
療
マ
ッ
サ
ー

ジ
ラ
イ
ム 

在
宅
医
療
マ
ッ
サ
ー

ジ
ラ
イ
ム 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
上

山
口
新
田
六
九
―
三

〇
二 

（
施
術
所
の
追
加
） 

（
施
術
所
の
追
加
） 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜

木
町
二
―
三
二
四
―

一
松
本
ビ
ル
四
階 

株
式
会
社
ケ
ア
プ
ラ
ス 

大
宮
営
業
所 

（
施
術
所
の
追
加
） 

（
施
術
所
の
追
加
） 

東
京
都
練
馬
区
東
大

泉
一
―
三
五
―
一
四

貫
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一

〇
二 

お
お
い
ず
み
整
骨
院 

変

更

前 

日
高
市
下
鹿
山
四
九

四
こ
ま
川
団
地
一
街

区
一
三
棟
二
〇
一
号 

 

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
ラ
イ

ム さ
い
た
ま
市
見
沼
区
中

川
三
五
八
―
一 

Ａ

一
〇
二 

所
沢
市
東
所
沢
和
田

一
―
一
二
―
四 

五

〇
二
号 

笑
顔
の
治
療
院 

白
岡
市
新
白
岡
一
―

一
九
―
一
キ
ャ
リ
ン
ヌ

ベ
ル
二
〇
一 

 

所
沢
市
日
吉
町
九
―

一
九
福
井
第
一
ビ
ル

五
階 

楽
々
整
骨
院 

東
京
都
清
瀬
市
元
町

一
―
九
―
一
二
グ
ラ

ン
メ
ー
ル
野
村
一
Ｆ 

お
お
い
ず
み
鍼
灸
整
骨

院 

清
瀬
院 

変

更

後 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
三
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

三
輪
医
院 

岩
下
悦
郎
消
化
器
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団
武
蔵

野
会
Ｔ
Ｍ
Ｇ 

サ
テ

ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

朝
霞
台 

大
野
眼
科
ク
リ
ニ
ッ

ク 医
療
法
人
社
団 

明

日
佳 

埼
玉
あ
す
か

松
伏
病
院 

東
鷲
宮
病
院 

ふ
た
ば
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク 

名
称 

熊
谷
市
宮
町
一
―
一
一
九
―
一 

所
沢
市
北
有
楽
町
二
四
―
五 

朝
霞
市
西
弁
財
一
―
七
―
三
九 

朝
霞
市
西
原
二
―
一
四
―
一
八 

北

飾
郡
松
伏
町
松
葉
一
―
五
―

七 久
喜
市
桜
田
三
―
九
―
三 

久

喜

市

久

喜

東

一

―

二

―

五 
 

 
 

 

東
山
ビ
ル
三
階 所

在
地 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

廃
止
年
月
日 



 

拾
六
間
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

榎
本
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク 

た
ば
ら
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

門
司
歯
科
医
院 

松
野
歯
科
医
院 

柳
澤
歯
科
医
院 

ひ
か
り
眼
科 

よ
し
な
み
耳
鼻
科
ク

リ
ニ
ッ
ク 

北
坂
戸
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク 

武
蔵
嵐
山
病
院 

熊
谷
市
拾
六
間
一
〇
〇
四 

富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
一
―
一
―

三
ア
ス
テ
ー
ル
ふ
じ
み
野
イ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
二
Ｂ 

狭
山
市
広
瀬
東
二
―
四
三
―
八 

戸
田
市
下
戸
田
二
―
二
五
―
九
戸

田
ハ
イ
ツ
一
Ｆ 

草
加
市
青
柳
八
―
五
―
三
六 

春
日
部
市
中
央
二
―
一
七
―
一
〇

―
一
Ｆ 

吉
川
市
木
売
一
―
五
―
三
吉
川
情

報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
二
Ｆ 

鶴
ヶ
島
市
富
士
見
一
―
二
―
一 

ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
二
Ｆ
メ
デ
ィ
カ

ル
モ
ー
ル
内 

坂
戸
市
薬
師
町
三
―
二 

比
企
郡
嵐
山
町
太
郎
丸
一
三
五 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
五
月
六
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
四
月
三
十
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 



 

彩
生
薬
局 

東
方
店 

え
び
す
堂
薬
局 

ら
ん
ざ
ん
薬
局 

入
間
川
薬
局 

フ

ァ

ー

コ

ス

薬

局 

ス
ミ
レ
蕨 

か
り
ん
薬
局 

丹
後
薬
局 

ゆ
め
み
野
薬
局 

さ
く
ら
薬
局 

東
鷲

宮
店 

オ
リ
オ
ン
歯
科 

深
谷
市
東
方
町
二
―
一
五
―
一
一 

比
企
郡
小
川
町
大
塚
九
六
―
三 

比
企
郡
嵐
山
町
太
郎
丸
一
三
四 

狭
山
市
入
間
川
三
―
二
―
二
三 

蕨
市
中
央
三
―
一
九
―
八 

三
郷
市
鷹
野
四
―
五
〇
一
―
二 

三
郷
市
早
稲
田
三
―
二
八
―
二
二 

北

飾
郡
松
伏
町
松
葉
一
―
五
―

一 久
喜
市
桜
田
三
―
九
―
一
一 

吉
川
市
保
一
―
一
三
―
三
ラ
イ
フ

吉
川
駅
前
店
二
Ｆ 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
一
月
十
七
日 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
四
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、

次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

 

医
療
法
人
社
団 

 
 

緑
悠
会 

み
つ

ば
歯
科
エ
ム
ズ
タ

ウ
ン
幸
手 

医
療
法
人 

鶴

松
会 

鶴
松
整

形
外
科 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
大
笑 

介
護
老
人
保
健

施
設 

き
ん
も
く

せ
い
庄
和 

名
称 

 

幸
手
市
上
高
野

八
一
二
エ
ム
ズ

タ
ウ
ン
幸
手
南

館 坂
戸
市
厚
川
一

四
―
一
〇 

羽
生
市
下
新
田

三
九
―
四 

春
日
部
市
上
金

崎
二
八 

所
在
地 

 

医
療
法
人
社
団 

緑
悠
会 

医
療
法
人
鶴
松

会 廣
島
電
子
工
業

株
式
会
社 

医
療
法
人
社
団

庄
和
会 

開
設
者
名 

 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
短
期

入
所
療
養
介
護 

短
期
入
所
療
養

介
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 

平
成
三
十
年
九
月

一
日 

平
成
三
十
年
九
月

一
日 

平
成
三
十
年
一
月

一
日 

平
成
三
十
年
九
月

一
日 指

定
年
月
日 



 

 
 

ア
ク
ト
薬
局 

鴻
巣
市
愛
の
町

四
四
一 

有
限
会
社
や
ま
と

堂 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

平
成
三
十
年
四
月

一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
五
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

エ
イ

ジ
フ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
狭

山 医
療
法
人
社
団 

春

日
部
さ
く
ら
病
院 

名
称 

事
業
所
名

称 事
業
所
所

在
地 

事
業
所
名

称 事
業
者
名

称 変
更
事
項 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

エ
イ
ジ
フ
リ
ー

介
護
チ
ェ
ー
ン

狭
山 

狭
山
市
中
央
一

―
四
九
―
二
六 

ビ
ア
ン
カ
狭
山

Ａ
棟
一
階 

医
療
法
人
社
団 

愛
和
病
院 

医
療
法
人
社
団 

愛
和
病
院 

変
更
前 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

エ
イ
ジ
フ
リ
ー

シ
ョ
ッ
プ
狭
山 

狭
山
市
大
字
堀

兼
二
三
七
七
―

七 医
療
法
人
社
団 

春
日
部
さ
く
ら

病
院 

医
療
法
人
社
団 

春
日
部
さ
く
ら

病
院 変

更
後 

福
祉
用
具
貸
与 

 

特
定
福
祉
用
具
販
売 

 

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸

与 
 

特
定
介
護
予
防
福
祉
用

具
販
売 

訪
問
看
護 

 
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン 
 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



 

福
祉
楽
園 

地
域
ケ

ア
よ
し
か
わ 

ケ
ア
・
ア
シ
ス
ト
南

栗
橋 

ふ
れ
あ
い
薬
局 

飯

能
店 

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

杜
の
家
や
し

お 居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー 

杜
の
家
や
し

お 

事
業
者
所

在
地 

事
業
者
所

在
地 

事
業
所
名

称 事
業
者
名

称 事
業
者
所

在
地 

事
業
者
所

在
地 

千
葉
県
香
取
市

沢
二
四
五
九
―

一 久
喜
市
桜
田
三

―
九
―
三 

有
限
会
社
ふ
れ

あ
い
薬
局 

有
限
会
社
ふ
れ

あ
い
薬
局 

千
葉
県
香
取
市

沢
二
四
五
九
―

一 千
葉
県
香
取
市

沢
二
四
五
九
―

一 

千
葉
県
千
葉
市

美
浜
区
中
瀬
二

―
六
―
一 

久
喜
市
桜
田
二

―
六
―
五 

ふ
れ
あ
い
薬
局 

飯
能
店 

Ｂ
Ｆ
Ｃ
株
式
会

社 千
葉
県
千
葉
市

美
浜
区
中
瀬
二

―
六
―
一 

千
葉
県
千
葉
市

美
浜
区
中
瀬
二

―
六
―
一 

訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
六
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

丹
後
薬
局 

さ
く
ら
薬
局 

東
鷲
宮

店 岩
下
悦
郎
消
化
器
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク 

名
称 

三
郷
市
早
稲
田
三

―
二
八
―
二
二 

久
喜
市
桜
田
三
―

九
―
一
一 

所
沢
市
北
有
楽
町

二
四
―
五 

所
在
地 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン 

訪
問
看
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
三
十
年
十
月

三
十
一
日 

平
成
三
十
年
十
一

月
十
七
日 

平
成
三
十
年
十
月

三
十
一
日 

廃
止
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
幸
手
店 

 
 

 

埼
玉
県
幸
手
市
大
字
上
高
野
字
菩

前
千
二
百
四
十
五
番
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田 

代
表
取
締
役 

矢
口
幸
夫 

茨
城
県
土
浦
市
富
士
崎
一
丁
目
十
六
番
二
号 
外 

計
四
者 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田 

代
表
取
締
役 

矢
口
幸
夫 

茨
城
県
土
浦
市
富
士
崎
一
丁
目
十
六
番
二
号 

外 

計
五
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
十
一
月
十
三
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
八
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
八
号 

 
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要 

         

小
野
原 

新
吉 

小
野
田 

義
久 

江
川 

芳
夫 

臼
倉 

裕
一 

今
成 

正
芳 

今
成 

宣
男 

石
川 

忍 

氏
名
又
は
名
称 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

住 
 

 

所 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
七
百
七
十

六
番
一
ほ
か
三
十
二

筆 埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
八
百
五
番

一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

字
十
三
番
千
四
百
五

十
四
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
鍵
谷
七
百
七
十
二

番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
五

十
五
番
一
ほ
か
十
五

筆 埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
千
七
番
一

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
上
種

足
五
千
四
百
三
十
七

番
ほ
か
十
一
筆 

所 

在 

地 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地 

二
七
、
三
六
三 

二
、
九
一
七 

一
、
〇
七
八 

三
、
八
八
九 

一
二
、
二
九
二 

八
九
六 

四
六
、
九
三
三 

面
積
（
平
方 

メ
ー
ト
ル
） 



 
 

           

䑓 

祀
夫 

鈴
木 

幸
雄 

篠
﨑 

栄
次 

齊
藤 

栄 

小
出 

宮
子 

栗
原 

肇 

栗
原 

淳 

唐
澤 

光
司 

株
式
会
社
か
ぞ
農

業
公
社 

角
田 
守
良 

小
野
原 

正
雄 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
上
尾
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市
下
種

足
字
中
島
二
百
二
十

七
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
九
百
十

三
番
二
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
八
百
十
三

番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
五
十

一
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
上
八
百
三

十
九
番
一
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
五

十
九
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
平
野
道
上
千
百
十

三
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
戸
川

字
前
川
二
百
十
番
ほ

か
十
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

下
大
道
上
千
百
八
十

一
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
上
高

柳
字
山
王
千
百
三
十

三
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
九
百
四

十
一
番
一
ほ
か
二
筆 

三
、
四
〇
八 

六
、
三
六
一 

七
、
三
二
四 

九
六
二 

八
、
〇
八
〇 

五
、
三
一
九 

九
五
二 

二
七
、
八
七
四 

六
一
四 

五
、
二
七
八 

三
、
七
九
七 



 
 

           

小
島 

宏
平 

岩
田 

茂 

伊
勢 

年
子 

折
原 

紳
浩 

若
山 

幸
夫 

山
下 

達
男 

柳
田 

浩 

宮
田 

弘
樹 

長
嶋 

祥
江 

内
藤 
武 

戸
田 

昭
夫 

埼
玉
県
入
間
市 

埼
玉
県
入
間
市 

埼
玉
県
入
間
市 

埼
玉
県
春
日
部
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
入
間
市
大
字

新
久
字
霞
川
四
百
九

十
三
番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
入
間
市
宮
寺

字
神
明
腰
二
千
二
百

二
十
一
番
一 

埼
玉
県
入
間
市
宮
寺

字
神
明
腰
二
千
二
百

三
十
八
番 

埼
玉
県
春
日
部
市
内

牧
字
下
原
新
田
三
千

七
百
四
十
八
番
一
ほ

か
十
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

字
七
番
六
百
六
十
五

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
三
十

八
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
九
百
四

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
千
二
十
七

番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
元
屋
敷
千
六
百
五

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
千
五
番
ほ

か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

字
十
番
九
百
六
十
七

番
ほ
か
一
筆 

一
八
、
三
二
四 

九
九
八 

一
、
一
二
八 

六
、
六
八
一 

一
、
五
三
一 

三
、
七
三
六 

八
九
〇 

九
二
一 

九
六
五 

九
九
六 

一
、
七
七
四 



 
 

           
石
川 

嘉
一
郎 

池
田 

弘
子 

池
田 

一 

新
井 

慶
和 

新
井 

秀
夫 

新
井 

哲
夫 

新
井 

孝
士 

新
井 

勝
雄 

青
木 

栄 

青
木 

賢
二 

首
都
圏
ア
グ
リ
フ

ァ
ー
ム
株
式
会
社 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

茨
城
県
古
河
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
入
間
市 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
百
九
十
八
番

一 埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
寺
地
二
十
八
番
二 

埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
寺
地
五
十
二
番
一

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
百
九
十
九
番

一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
百
十
二
番
ほ

か
五
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
二
百
十
二
番

三
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
二
百
三
十
二

番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
陣
屋
百
七
十
二
番

ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
河
原

代
字
前
田
二
百
九
十

七
番
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
河
原

代
字
堀
向
三
百
七
十

九
番
二
ほ
か
三
十
筆 

埼
玉
県
入
間
市
大
字

上
谷
ケ
貫
字
外
野
二

百
十
六
番
一
ほ
か
七

十
九
筆 

三
八
四 

一
六
一 

一
、
三
三
二 

二
、
八
〇
三 

四
、
二
三
二 

二
、
八
三
四 

九
〇
五 

二
二
、
七
三
〇 

一
一
、
〇
五
四 

六
六
、
五
七
三 

八
七
、
六
八
九 



 
 

           

栗
原 

園
助 

木
村 

実 

神
田 

勇 

川
島 

照
男 

筧 

邦
一 

大
鹿 

良
夫 

遠
藤 

一
夫 

入
江 

仁
三
郎 

入
江 

旭 

稲
葉 
信
行 

石
山 

英
雄 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
小
草
原
三
百
三
十

三
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
河
原

代
字
前
田
三
百
四
十

一
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
小
草
原
八
百
三
番 

埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
小
草
原
三
百
四
十

番 埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
小
草
原
三
百
二
十

八
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
島
畑
二
百
五
十
二

番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
寺
地
四
番 

埼
玉
県
久
喜
市
河
原

代
字
前
田
三
百
十
三

番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
河
原

代
字
前
田
三
百
十
二

番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
前
田
千
五
百
五
十

九
番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
三
百
三
十
一

番 

一
、
八
五
七 

三
、
九
五
四 

二
、
二
七
一 

八
四
六 

五
、
三
一
九 

一
七
、
五
八
六 

二
八
五 

五
、
四
八
五 

一
〇
、
一
〇
四 

一
一
、
二
二
五 

一
、
二
〇
三 



 
 

           

田
中 

一
郎 

高
橋 

博 

関
根 

忠
春 

関 

貞
夫 

杉
田 

清
司 

島
田 

賢
二 

篠
原 

良
治 

篠
原 

博
允 

篠
原 

久
江 

篠
崎 
久
雄 

小
林 

隆 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
島
畑
二
百
五
十
七

番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
小
草
原
三
百
二
十

九
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
河
原

代
字
前
田
二
百
九
十

九
番 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
三
百
五
十
二

番
一 

埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
寺
地
九
十
四
番
ほ

か
三
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
三
百
二
十
九

番 埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
前
田
千
五
百
八
十

四
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
三
百
三
十
三

番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
三
百
五
十
四

番 埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
三
百
三
十
六

番 埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
小
草
原
三
百
二
十

五
番
ほ
か
十
七
筆 

七
、
六
二
八 

一
、
一
六
九 

五
、
六
八
七 

一
、
八
一
八 

五
、
九
〇
九 

二
、
一
七
五 

五
、
〇
一
七 

三
、
〇
三
〇 

一
、
〇
一
一 

一
、
七
二
五 

三
五
、
八
九
三 



 
 

           

横
田 

忠
雄 

山
野
井 

秀
雄 

山
中 

眞
一 

堀
越 

一
枝 

早
川 

栄
一 

橋
本 

芳
一 

橋
本 

武
雄 

奈
良 

之
助 

中
村 

仁
市 

鳥
海 
寛 

鳥
海 

立
夫 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
島
畑
二
百
七
十
番

一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
河
原

代
字
堀
向
三
百
九
十

六
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
前
田
千
五
百
七
十

八
番 

埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
中
道
百
六
十
七
番 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
九
十
三
番
ほ

か
二
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
佐
間

字
小
草
原
三
百
三
十

二
番
ほ
か
十
三
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
小
草
原
八
百
四
番

ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
島
畑
二
百
十
二
番

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
島
川

字
寺
地
九
十
五
番
ほ

か
六
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
三
百
三
十
五

番 埼
玉
県
久
喜
市
高
柳

字
新
田
三
百
四
十
八

番
一 

三
、
一
二
二 

二
二
、
四
六
六 

六
七
七 

九
六
七 

四
、
四
四
九 

一
六
、
四
三
三 

六
、
〇
三
〇 

八
八
八 

一
一
、
四
三
八 

三
四
一 

二
、
二
四
二 



 
 

           

駒
林 

八
平 

倉
浪 

永
吉 

神
田 

清 

株
式
会
社
沼
田
フ

ァ
ー
ム 

株
式
会
社
内
野
農

場 小
髙 

秀
明 

大
室 

昭
雄 

大
内 

利
一 

浅
見 

哲
也 

有
限
会
社 

篠
山

堂 農
業
生
産
法
人
株

式
会
社
彩
野
グ
リ

ー
ン
フ
ァ
ー
ム 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
谷
中
字
重
代

町
百
七
十
一
番 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
鳥
羽
井
新
田

字
加
胡
前
三
百
八
十

七
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

八
反
町
七
百
六
番
ほ

か
三
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

堤
外
四
番
町
千
六
百

七
十
五
番
一
ほ
か
二

十
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
下
八
ツ
林
字

椿
町
五
百
五
番
一
ほ

か
六
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
下
八
ツ
林
字

椿
町
三
百
九
十
六
番

二
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
松
永
字
新
堀

町
百
四
十
四
番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

家
附
五
番
町
六
百
二

十
三
番 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
中
山
字
六
地

蔵
五
百
八
十
二
番
一

ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

笹
山
字
野
方
五
百
七

十
七
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

黒
浜
字
谷
原
二
百
三

十
六
番
ほ
か
四
筆 

九
九
一 

三
、
二
二
五 

三
、
七
七
二 

一
六
、
六
七
〇 

五
、
五
七
八 

五
、
〇
七
五 

九
二
〇 

一
、
一
二
四 

四
、
六
七
九 

一
、
五
六
九 

三
、
七
六
五 



 
 

           

中
井 

健
一 

木
村 

豊 

木
村 

修 

井
上 

良
夫 

野
澤 

光
雄 

遠
山 

勝
元 

滝
瀬 

節
雄 

染
谷 

勇
一 

鈴
木 

晴
三 

鈴
木 

孝
市 

杉
山 

進 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町 群
馬
県
高
崎
市 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
新
里
字
下
羽

根
倉
千
九
百
七
番
ほ

か
七
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
新
里
字
下
羽

根
倉
千
九
百
十
八
番 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
新
里
字
下
羽

根
倉
千
八
百
七
十
五

番 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
川
原

三
百
七
十
四
番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
正
直
字
土
腐

町
三
百
十
四
番
一
ほ

か
三
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
狢
字
裏
谷

六
百
五
十
七
番
一
ほ

か
三
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

八
反
町
六
百
九
十
六

番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

水
深
町
七
百
七
十
三

番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

八
反
町
七
百
二
十
番

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

八
反
町
七
百
二
十
二

番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

八
反
町
七
百
十
五
番

一
ほ
か
五
筆 

八
、
二
二
五 

一
、
〇
四
〇 

七
四
三 

三
、
一
一
五 

三
、
五
一
四 

三
、
八
五
七 

二
、
八
四
三 

五
、
五
八
六 

一
、
九
八
二 

一
、
九
八
二 

二
、
三
三
二 



 
 

           

白
石 

守
利 

栗
田 

昭
一 

川
島 

曻 

株
式
会
社
ヤ
マ
ザ

キ
ラ
イ
ス 

株
式
会
社
誠
農
社 

大
作 

保 

大
作 

浩
一 

内
田 

淸
美 

石
橋 

英
二 

堀
越 
祐
一 

報
徳
石
産
株
式
会

社 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
春
日
部
市 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮

代
町 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
字
鷺

田
三
千
百
三
十
六
番

一
ほ
か
二
十
三
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
字
鷺

田
三
千
九
十
九
番
ほ

か
二
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
大
塚
四
十

九
番
ほ
か
七
十
五
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
北
蓮
沼
千

十
九
番
一
ほ
か
九
十

二
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
下
高
野
字

佐
内
新
田
裏
千
八
百

七
十
番
一
ほ
か
四
十

八
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
字
池

ノ
房
三
千
三
百
五
十

五
番
一
ほ
か
三
十
二

筆 埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
字
池

ノ
房
三
千
三
百
七
十

七
番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
字
鷺

田
二
千
八
百
二
十
四

番
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
下
高
野
字

佐
内
新
田
裏
千
八
百

八
十
七
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
永
正

寺
百
五
番
一
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
横
手

五
百
七
十
三
番 

二
二
、
〇
四
〇 

一
、
八
三
四 

八
五
、
八
五
一 

八
〇
、
三
七
〇 

三
五
、
二
七
六 

二
〇
、
六
七
〇 

六
、
四
九
七 

九
、
六
九
八 

五
、
九
八
八 

一
、
二
三
四 

二
、
一
四
八 



二 

認
可
年
月
日

 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
十
九
日

 

          

山
本 

隆
雄 

丸
源
ア
グ
リ
株
式

会
社 

間
宮 

幸
雄 

増
田 

精
治 

舟
田 

一
郎 

福
田 

修
夫 

高
橋 

司 

髙
野 

昭
彦 

髙
﨑 
勇 

鈴
木 

誠
寿 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
字
鷺

田
二
千
八
百
十
八
番

ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
下
野
字
天

神
三
百
二
十
一
番
一

ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
下
高
野
字

佐
内
新
田
裏
千
九
百

四
十
番
ほ
か
二
十
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
下
高
野
字

佐
内
新
田
裏
千
八
百

五
十
番
一
ほ
か
四
十

八
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
字
鷺

田
三
千
九
十
四
番
一

ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
佐
左
エ
門

字
弁
財
天
百
七
十
四

番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
下
高
野
字

佐
内
新
田
裏
千
九
百

三
十
六
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
字
池

ノ
房
三
千
二
百
九
十

九
番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
百
二

十
番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
佐
左
エ
門

字
弁
財
天
四
十
番
ほ

か
五
筆 

一
〇
、
五
五
三 

五
、
一
〇
〇 

一
五
、
三
六
二 

三
二
、
一
七
八 

四
、
七
二
五 

九
、
四
四
〇 

二
、
〇
九
七 

一
二
、
〇
九
一 

一
二
、
五
五
五 

一
二
、
九
三
八 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
九
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
八
―
三
十
一
―
〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 

埼
玉
県
朝
霞
市
根
岸
台
三
丁
目
一
番
一
、
十
二
の
一
部
、
十
三
の
一
部 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

三
千
三
百
六
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
五
十
号 

 
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
河
川
管

理
施
設
と
道
路
と
の
兼
用
工
作
物
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
の
で
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
書
は
、
埼
玉
県
県
土
整
備
部
水
辺
再
生
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備

事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

河
川
の
名
称 

 
 

一
級
河
川
荒
川
水
系
兜
川 

二 

河
川
管
理
施
設
の
名
称
又
は
種
類 

 
 

兜
川
管
理
用
通
路
及
び
護
岸 

三 

河
川
管
理
施
設
の
位
置 

 
 

比
企
郡
小
川
町
大
字
大
塚
八
百
四
十
四
番
三
地
先
か
ら
同
町
大
字
大
塚
八
百
三
十
七
番
一
地 

 

先
ま
で 

四 

管
理
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名 

 
 

名
称 

道
路
管
理
者 

比
企
郡
小
川
町 

 
 

住
所 

比
企
郡
小
川
町
大
字
大
塚
五
十
五
番
地 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

松
本 

恒
夫 

五 

管
理
の
内
容 

 

イ 

道
路
専
用
施
設
（
路
面
（
路
盤
ま
で
の
部
分
を
含
む
。
）
、
路
肩
、
道
路
の
附
属
物
そ
の 

 
 

他
の
専
ら
道
路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
新
設
（
道 

 
 

路
の
附
属
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕 

 

ロ 

路
肩
に
接
す
る
法
面
で
、
当
該
路
肩
か
ら
法
長
一
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の 

 
 

に
つ
い
て
の
維
持 

 

ハ 

原
則
と
し
て
道
路
専
用
施
設
に
係
る
災
害
復
旧 

六 

管
理
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
道
路
の
供
用
を
廃
止
す
る
日
ま
で 

  



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
五
十
一
号 

 
坂
戸
市
か
ら
坂
戸
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
五
十
二
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
越
谷
市
東
大
沢
五
丁
目
一
番
地
二
十
一 

 
 

梅
宮 

和
枝 

二 

指
定
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
日 



告

示 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長 

相 

原 

秀 

行 

一 

道
路
の
種
類 

 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 
 

二
百
五
十
四
号 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新 旧 

旧 
新 
別 

 

朝
霞
市
大
字
根
岸
字
街
道
向
一
五
四

八
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
岡
字
広

沢
原
一
六
六
二
番
二
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

 
 

 

一
八
・
〇
〇
～ 

 
 

 
 

 

二
一
・
〇
〇 

    
 

 

    

一
八
・
〇
〇
～ 

 
 

 
 

 

一
八
・
〇
〇 

   

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

二
三
七
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ 

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

磯 

田 

和 

彦



 

 

川
越
北
環
状
線 

 

路 
 

線 
 

名 

川
越
市
今
成
二
丁
目
三
一
番
三
地
先
か
ら
同
市
今

成
二
丁
目
三
九
番
一
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係

図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。
） 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
一
年
一
月
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

街
路
整
備
事
業
に
よ
る
。 

平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
付
け
埼
玉

県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第

十
七
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域

の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
六
七
・
六
四
メ
ー
ト
ル
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ 

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

磯 

田 

和 

彦



 

 

川
越
北
環
状
線 

 

路 
 

線 
 

名 

川
越
市
今
成
四
丁
目
一
一
番
一
九
地
先
か
ら
同
市

大
字
小
室
字
鶴
塚
一
四
番
一
地
先
ま
で
（
た
だ

し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。
） 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
一
年
一
月
九
日 

 
 

午
前
十
時 

供
用
開
始
の
期
日 

 

街
路
整
備
事
業
に
よ
る
。 

平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
付
け
埼
玉

県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第

十
八
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域

の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
二
四
○
・
○
○
メ
ー
ト
ル
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

田 

隆 

弘 
 

 
 

一 

道

路

の

種

類

 

県
道 

二 

路

線

名 
 

坂
本
寄
居
線 

三 

道

路

の

区

域

 



 

新 旧 

旧 
新 
別 

大
里
郡
寄
居
町
大
字
秋
山
字
小
坂
四
七

七
番
一
地
先
か
ら
同
町
大
字
秋
山
字
狼

穴
八
六
二
番
一
地
先
ま
で 

大
里
郡
寄
居
町
大
字
秋
山
字
小
坂
四
七

七
番
一
地
先
か
ら
同
町
大
字
秋
山
字
狼

穴
八
六
二
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

 

一
五
・
七
四
～ 

 
 
 

二
八
・
六
二 

 

一
三
・
八
六
～ 

 
 
 

二
五
・
一
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

一
五
〇
・
八
〇 

 

一
五
〇
・
八
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
二
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

木 

﨑 

秀 

夫 
 

 
 

     



     

野
田
岩
槻
線 

路 
 

線 
 

名 

春
日
部
市
大
枝
字
屋
敷
前
七
七
七
番
一
地
先
か
ら 

同
市
大
畑
字
前
二
〇
九
番
五
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
十
号

で
告
示
し
た
道
路
予
定
区

域
の
一
部
の
供
用
開
始
で

あ
る
。 

   

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
四
十
九
号 

 
平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
執
行
の
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
予
定
者
説
明

会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 埼

玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 

南
第
一
区 

草
加
市
か
ら
南
第
二
十
二
区 

和
光
市
ま
で 

一 

日 

時 

平
成
三
十
一
年
二
月
四
日
（
月
）
午
後
一
時
三
十
分 

二 

場 

所 

埼
玉
県
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

西
第
一
区 

所
沢
市
か
ら
西
第
十
三
区 

滑
川
町
・
嵐
山
町
・
小
川
町
・
と
き
が
わ
町
ま
で 

一 

日 

時 

平
成
三
十
一
年
二
月
八
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分 

二 

場 

所 

埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
（
ウ
ェ
ス
タ
川
越
）
多
目
的
ホ
ー
ル 

北
第
一
区 

秩
父
市
か
ら
北
第
五
区 

熊
谷
市
ま
で 

一 

日 

時 

平
成
三
十
一
年
二
月
六
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分 

二 

場 

所 

埼
玉
県
熊
谷
地
方
庁
舎
大
会
議
室 

東
第
一
区 

行
田
市
か
ら
東
第
十
二
区 

吉
川
市
・
松
伏
町
ま
で 

一 

日 

時 

平
成
三
十
一
年
二
月
五
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分 

二 

場 

所 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
（
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
）
多
目
的
ホ 

 
 

 
 

 
 

ー
ル
Ｂ 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
五
十
号 

 
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日 埼

玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 

一 

日
時 

平
成
三
十
一
年
一
月
十
一
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

選
挙
管
理
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

 

ア 

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い
て 

 

イ 

そ
の
他 
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